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幌満地方輝石搬撹＝岩体の周睡iに認められる攣成現象

　　（超鞭基性火成岩に關嫁する攣成現．象の研究）

第 賃 報

舟 橋 男

　　　　　　圖　版　』　　3

　　　（昭和21イド12月盆8「1受理）

（北海溢大學理學部地》ξ學引物學教室業績第363號）

　　　　　　　　　　　　　　1．緒　　　　論

’超鷺基盤火成岩に閥蓮して形成せられたと見られる攣成岩類に就V・ては飴り多くを

知られてみないのであって，一般に了解せられるところでは，超肇歯性火成岩は周團

の母岩に凱著しい捌面的〃攣成作用を與へなv・ものとされてみる檬である。花崩

岩・閃線岩の様な酸性火成岩出の多くがその周りにホルンフェルス類を伴ひ，見掛け

上それの持ち居りかる熱量を母慕中に放散せる馨lil果その様な攣祓三態の實現されたも

のと解せられる如き地質歌態を示すに比較する時，かかる常識の成立するも一驚はも

っともなるものと考へられる。

　併しながら，二藍基性火織縞膿の周りを詳細に奪ねると，小範圃乍ら時に異常な岩

相の實現せられ居る事が認められる場合がある。その組減に：就V・て見ても，叉その地

質引例に蝶っても，この様な岩叡は超鷹基柴火域器に由來する痛論現象と解するが居

腰糟二二る・從來縞れ剤繊細曝も著しい例として鮒らる細雨木
酵教授に依り屡々報告せられ回った，北海道榊居古潭攣成岩類の内に蛇紋器に附随し

て認められる，曹達角閃石，曹達輝石，曹長石等を特質とする岩石の如きものであら

う。現在迄に自分の手元にとの種の攣成歌態の相互に可なり異なった形の認められる

コ三の資料があるのであるが，それらの内には一つの可なわ一致し充黙を認め得る檬

である詑μち・イ脇に於てもその攣二七態は超撫基性火麟膿の周賊めく・つて均等

に實現せられてみるものはなく，極めて限られた狭い範團の内カミ甚しい異常な器相に

漏されてみる形のある事である。との様な攣成域は甚しく偏在し，且つ必ずしも火域

岩艦の接燭部より蓮綾して形滅せられるとは限らす，少しく距つた地黙に至って實現

せられてみる場合も多い。併しそれに1．ても概して火域嶽欝の近傍と云ひ得る範幽の

内硫る・その形か硯て…撫燭憂成”姪”熱麹”と云ふ・様嬬鯉礒勧

北海道大學理學部蕩蕩第4福豆8巻第1號（1948）

　　　　　　　　　　　　　　　　　一一31一



一32一 舟　　橋　　鑓　　男

に解せられる性質のものではなく，そとに著しく優勢な〃交代作朋〃（Me幡C職a鵬ln）

の行なわれるる形のある黙が第一に志げられなければならない。つまり，嚴密に云へ
　　　　　2）
ば，：Esk｛・laの定義した”接燭交代作用”（｛jo1甑。む1netI糊照tism）なる用語を以て云

ひ現わし得べきものと，思われる。筆者は今後に於て，との様な蓼i成條件の性賀が如何

なるものか，又それが超朧基性火成措の性質と如何なる形に於て翻蓮を有するもので

あるかに就いて攻究せんと志すものである．この爲には第一一に從來殆ど詳細に知られ

る虚のないとの攣成相の形が明らかにせられなければならない。又一方にとれに關連

ありと考へられる超羅基性火成岩の性質力痛分に知られなければならないであらう。

　以Fに記述するととろのものは，二1ピ海道の目高1嬬辰晦端部なる欄以郡幌瀟地方の輝

石撤回岩灘の周りに認められるこの種の牙／三異な攣域欺態に蘭するものである。との超

鞭基性火成岩の馬り516の簡所に斜方嵩㌃ll石一革語詞或は斜方角閃石一・菓青石を特質と

する碧相が見掲される。との様な斜方角閃石一＝償青石の組合せを示す岩相は輩に超難1

墓性火八端に限られる事なく種々なる火成岩に關蓮し，古期憂域岩類の内に廣く各地

1）　　鈴　　木　　　　醇　；　　　　　1932

　　　天目i閥産エヂリン輝石藍閃石英斤塀｝こ就いて　（岩薩VOL　7　PPユ1一一19）

　　　〃　　　　　；　　　ユ932

　　　北海道に於ける薦閃牌｝類の原産地・（地質・V・L39・PP・132－137）．

　　　　〃　　　　　：　　1932

　　　本邦産藍閃片岩類に關するこ…三の新事實に就いて　Gl｝農．　VoL8，　Pp．183＿190）

　　　　〃　　　　．　　　呂　一一1．933

　　Aegirite一匹119量七e　beariηg　riebgddteぐ董11artz　schigt　f・・噸k篤lnu｛kO勲an・l　s・｝韮・e・ther

　　　1・ca董ities　in　H・k玉ζILido，　Jl迄pan．

　　　（Proc，　Imp．　Aead．　VoL　9，　Pp，617－620）

　　　〃　　　　　　　　’　｝一1934

　　　0n　sOlue　sodtトPyroxelle　arld一＝、n箴やhibole　｝）ear三11g　quIu・むz　ge｝1｛sts　fro君R　：「lokkI、i〔＝io・

　　　（Jour．　Fac．　Sci．　∫正｛｝1くkaldo　王nkP，　Ulliv．　5｛er｛eg　4。　VoL2，　PP・339－353）

　　　　〃　　　　　　　　3　一一1934

　　　北海溢紳居古潭興他よη産する含エデリン輝石リーベカイト石英片岩に就い℃
　　　し緊｝傭，　Vo｝．1皇～、　pp．45＿56）

　　　北見剛宇津内康激：簾石英片砦礫に就いて．（岩団．マoL握，　Pp・217・一221）

　　　、〃　　　；　尋936
　　　選爆墾奎成｛高声爵牽こ就v、て．　（琴…こト畢．　VoL6　　PP．147一・15里，　pP．196一了98）

　　　〃　　　　　：　　1938

　　　北海倒産日成岩中の曹達角1霜石類に就きて．（岩鰭。Vr）L　20，　ppほ一13）

　　　〃　　　　　；　　1938
　　　北海道：乖｝F居古潭蚤La、vsO111te．1倍半Pロn｝peHiteに就．♂・て．（告遮．Vo韮20・PP．189－ig6）

　　　〃　　　　　ピ　　1939

　　　Anote　on　sod芝L－amphiboles　ill　cry臼tldi｛11e　sc｝1igtg　from　r王okk芝玉｛do．

　　　σ・ur．　F…S・i」1◎1・k・id・璃・、　U・i・1’8e撫．4　V（｝夏．4．1・P・508－5！9）

　　　〃　　　　　：　　　1939

　　　御荷鉾系及び紳居古川系の岩石學的研究．

　　　　（學振研究抄録　第孕輯：。PP．7一一35）

2）　　1Cskola，　P．　2　　　　　1939

　　　Die君nthtehung　der（壬esteillG・　P・265



幌1繭地方輝石撤髄岩体の周團に認められる鍵成現象 一33一

に知られ來ってみるもので，恥mlosca11《1｛aの各地に鑛床等に絆わ才し，英國にも或は

ア・励含糊，カナダ嘘娠醗樽しいヲ跡数多く述べられてみる1）本邦1噌

ても蜘立談四近㍑の諏・岩・脚難あ旛廣椥ら嫌つ魁賜であ畿
瀞1の面一翻・》内に血石一派加潤構る練合せが極めて安定である様な特殊

の條件があって，之が探究は岩石に於琶る交代作用の重要な中核の聞題として嚢展し

來つ惣）であった・1914年初めてE・k・1・・三って0・ijlこ・vi≠妨に於けるこの種岩石・

の極めて詳細な詳述が行われた。三思各地より績々と同…ギ÷相の獲達の報告せられ1

近年に至ってはTiUeyもこの問題に参加してみる。何れに於ても，この器相に到達

する爲には激しい物質の添加・除去を伴ふ交代的な攣隣條件の行なわれ浸事力耀論せ

られてるる。との様な交代的場慣現象に於ては，喉漢然とその火成岩に由來する淺漿

1）　　Egkf｝la，　P．　＝　＿＿＿19エ4　　　　ド

　　　On　t｝・e　petr・1・gy・f毛he　Orijlirv…HGgi・n　in　S・uthwegtem玉ぞlnnland．

　　　　（B11H．　（．，Onl！n．　f｝eoL　　Fillnland　　｝τ〔）．40）

　・王」indgrell，　、V．　　，　一一1925

　　　The　C・・di・・it・蝋i・・phyhite　1・i・…玉1・・tl・n・dヨhleτllll，、md　it、　re歪。t｛。n重。

　　　　silRilar　occuren（les．

　　　　（Proc・漁t・Acad・Sci．　Vol．露。　PP．』4）

　　Was‘m，蟹．　E．、．～1935

　　　R・chlter・ti・n試t｝・e　A11・ul・t　M鵬R・r・晦Di・t・i・t・Que｝・ec．

　　　　（Eco．　Geol．　VoI30，　pp，478一遂92）

　　Tinev，　C．丁弓．　ニ　一1935

　　　為｛etaso！nat｛s！n　associated冊三th　t｝1e　greenstone　　∫lornfelses　of　ユ（enidjεLcke　and

　　　130t．ai至ack，　Cornwal玉．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　（血昼n・　｝ξa9．　Vol。24，　pp．182＿。194）

　　T｛Ilev，　C．　E．ε一一1937

　　　みnth・両II量te－G・r・li・・ite（｝・・nulit・・fも｝・e蔦i・ard．

　　　　（Geol。　Mag．　VoI．74，　pp．300－309）

　　Osborlle，　P爾］F．　3　－1939

　　　！～萱ontauban　Illi澱eralized　zOIle，　（急uebec．

　　　　（Eeo・GeoL　Vol．34，　PP．712－726）

　　Prider，　王｛。　T．　＝　一1940

　　　C・rdi・・it・一・・th・P｝・111te　r・ck・・…ci・t・・竃wltl・・plnel－hアP…the・｛t・・f・・，職

　　　Toodyaγ，　Wes七erl・Australia．

　　　　（Ge・L漁g．　V・1．77，　PI｝．364講82）

2）渡邉萬次則い一一1920　　　　　　　　　　　　　．
　　　日立轟【！附近の火玉岩と其相床に鋤する驕添に就いて．（地質．第27巻．Pp．441～450）

　　鈴　　木　　富　　治　；　一1929

　　　日立岡山探策に就いて㌧（日本籏舞≧會誌。　第45巻．　PP．510一一552）

　　　　　　　　　　　＼　Sugi，　1く．書一一193δ

　　　Ap・elimiu・・ア・tudy…t｝・G・・etam・rplll…ek・・f・・uthem　Ab・k職・幽t・。・．

　　　　（JaP・　Jour・Geol・Geogr．　Vo歪12，　PP，」15謡1δ1）

　　木　下　鎧　城；～1935
　　　七萬五千分之一助川翻幅説朋書．



一3喚一 ：舟　　橋　　1置　　男

的なものが主要な働きをなすものであらうと信ぜられてるる様である。併しそれ以、L

立ち入った考察は全く行なわれてはみない。ともあれ，各地にこの様な華青石一斜方

角閃石なる組合せを持つ異常署粗が火成岩罷の周りに限られ数多く見出されてみる難

は，火域尉に關連するこの種盤質㊧交代作用の實在せるものなる事を承認せざるを得

なv・であらう。

　この問題に蔚手以來絡始御懇切なる御指導を：頂いた鈴木醇i数授へ厚き感謝の意を表

するものであるg

　　　　　　　　　　　　　　　　　※
　　　　　　　　　　　　　且，攣歳域の地質欺態

　こ踊d蓮べられる超禰基性火成器は，蝋様輝石を含む撮糖岩で，それは穫10klnに

も近い廣大な横りの示されるものである。之は角閃岩膳を挾有する黒雲母ホルンフェ

ルス中に断続するもので岩膿の周網は不規則な直入に密み各漸’に単性となる突出部が

認められ，時には少しく離れた位置に同様器質（Z）小さな岩脈となって現れてみるもの

がある。これは日高攣威署帯の内に位置し，特にその西外側に近く，詞様岩貿のもの

が各所から知られてみる。岩農の周縁で，境界面に近づくと，轍櫛岩では器膿の大部

分が極めて新鮮であるに封し，可なりの蛇紋器化が行われてみる。被鑑入母岩の側で

は，その殆ど大部分が全く攣化の認められることなも更に遠く距たる部分の器質と

異るものがない。この様な歌態がその接鮮紅の形として最：も＝普通に認められる虞であ

る。

　併しながら，被溢入緑岩である攣成署の丙に，その附近一帯の廣V・範園にわたって均

一に示されてみる攣域傾向とは著しくかけ離れた牙｝湘が，時に撮：櫛措の附近に見出さ

れるのである。それは縛る狡い範園が急激に片歌糸且織を失ひ塊状箔となり，．日、つその

組成鑛物に於ける著しい革嚢が認められる形のものである。との様なものを現在迄に

6つの地黙に見禺し得た。それが撒欄岩との界面より連賦して被．泌入母岩の内に實現

せられあるものは2例あるのみで，其の他では轍鶴翼とは少しく距つた偉勲に一つの

攣聖域となって形成せられてみる。しかしそれにしてもすべては撮麓岩膿との界面よ

り400玉uとは距てない地域の内に在って，日高攣成岩帯の膨大な分布範圏より見れば

撒鷹岩の周りと咽べ得る極めて接近し友位置に見られる。噂の様な位置以外に憎く臼

高攣弾器帯の内を尋ねてもかかる岩相を見出し得ないと云ふ事は，それが撒欄岩に關

蓮を有するものである毒を示す一つの有力な脚線となるべきであると思みのである。

麺．鍛麓婁の性質

　この撒硬岩には岩艦の大なるにもかかわらず可なり均一の尉相が示される。その大

部分を占めるものは少量の斑駿をなすお狡掩石と輝石を具へる他はすべて撮蝋石に埋め

られ，之に随直して少量の尖晶石を：見るが普通である。然しとの様な岩組の一・部には

※こ尉．こ蓮べられる特異な岩団に満たされる範囲を便宣上〃攣戎域〃と呼び魔い〃交代城〃

（metaSOiUatic　a聖1reo玉e）と呼んだ方が良いのかも知れない9
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一36一 舟　　橋　　三　　男

基性斜長石の俘われる傾向があって，嘘々にそれを見出し得る．ごの斜長石は多くの

場合粗粒な撤隅石の間隙に溜1りことなった細粒集合膿として見られる。との様な部分に

は1縫に尖晶石が著しく台われ，その溜の内は

　　　撤撹1石一・斜長石…尖晶石　或は

　　　斜長石一一尖晶石一（角閃イニの

等の組合ぜとなってみるg

　之が撒糖イ．1粒の間隙にグ｝泌μこの形態を以て蟻壁せられある事には注目せられなけれ

ばならなV・と思ふ⊃それは尖品イ．1，斜長石で示される織な組域に過剰となって行く分

化傾向の現れでわあるまいか。その様なものであればごれより蓮べる墾成域の岩摺が

Mg，　Fe等の紐域に富化せられ了了く形であるに到噛し調和するものと云ひ得やう。その

他に斜長イ．1が搬凹石，輝イ．1と同様ジ選壁に嚢達し，その寸評・構造共に斑誘岩・貰となる

ものもある。その様な部分にはしばしば優白質岩脹の獲達がある。それは了E長署或は

斜長岩の性質を呉へてるる。これは野田墓性四域青1．1．の最：後期分化産物として蝦：も普通

に容認さ才1來つた曝で，その形はこの岩艘に在っても明らかに認められる。

照．鍍灘入・熱暑の性質

　日高山脈の申央郁に滑ひ，”「1高神域岩糟”と名附けられる一つの特色ある地．帯の

搬達がある。とれはその南端郊より：狩勝峠に迄わナこる廣篤1到の内に碗附帯1μことなって

時習らなり，至る庭均等な器粗を呈示するものである。この攣成岩帯は，その中核部

に廣く混成岩類を胚謄1．，且つ種々の火地盤ll．鑑をその内に包約する。その警守岩類に

在っては黒雲母片岩或は黒雲母ホルンフェルスを主艦とし，之に挾硬して：角閃器類の

認められるが一般であるDそれら多くは並行組織が著しいが，部分に撃つではそれを

歓き早歌となりホルンフェルスの構．造が示される。

　と玉に廣く認められる鎮物組合せの状態1こは次わ様な形を墾げ！得る。

　　1）βi・t量te－P1乏tgi・cl“韻A1蜘）一甲lar紘

　　2〕　　　13i〔）tite－plこ毛gi（）（ラ1匿1s（）（A1ユ30）一（！｛｝r（星i配三rite－Seユ・i（妻iも圧三一‘1亙1凄、1置tz

　　3）P1・gi・cl・劇Aユ1・；・）一・n撮1・i・hyllite一’／…t・一ぐbi・もitの

　　4’）　　：Pl芝もgi｛｝elaSe（エ～一エ1｛欺｝）一greell　ho｝・難blehde

　　5二）　　1）1画し鐸i（」el盆Se（ば～．h｛ヌの一9ree：【l　l｝0ゼUblehde・qLllartz，biO重）ite

　鎧詳細原理（Mil贈’a呈：Faeic呂：Prh｝cii）le）に照せばこの様な組合せ’は完奈に角閃

尉翻（A｝uphibo呈i癒：Faeies）に特有なものであるQ

　　　　　　　　　　　　　V．攣成域の形態

　静聴岩に由零すると解せられるこの攣域域は多く数十米の挾い範園の内に示される

に過ぎないが，時に澤滑ぴに300mにもわたる範園が高度に鍵・域せられてるるものも

ある。その鑛りは母岩の片理と無醇封係で，不規則な輪廓ながら略菱國形の範幽が鍵域

せしめられてるる様である。母著とこの攣減域との移化状態には種々なる形があって

数十米の聞に漸移を示し，その欄に境界を置き難いものあり，又その様な馬漕状態が1
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h・・以内の溜隙が1に示される事もあ嶺蒔にと伽！猪が働て明瞭な界融以て

接し・三宿と！．ズ瀞ζの縦観藷渕蘇の；鋤ら紘麟働る。そこで朧
域部分が母岩のノ．｝『理を切りて火焔llメこに磯るもので1その焔の未端は賑歌網歌となり，亀

それらの湖に押ま一雨粗密部分の捕獲岩片様に散澱す易ものがある。

こ礎幽趣σ暗雲チ研細越1腰母ホル．ン・エ・晦〉離・，（2）姻岩嘩或

は（蹴面角閃片・糎難ずる船がそ11．・ぞ才醐麹られる誇くそ礎戯隻内で

三無随叙・地）た塊1麟．となるが，矧｝ミ1糊呪・駈は，そ轟釧・糠職の多少

嚇する髄がある謀’麓憂嚇鯉沙しく鵬巴；・の纏に沿って行なわ編形が認

回心・イ嘘・：融合も：如しく難・蝿んだも…鮒調：鞘三のな輔旨感を持つ醜

歌岩であるっ併し．．そ沿中にも不明瞭り三ら糧い縞歌聖辛鹸があって，之が周嗣なる愚尉の

欄め加財糺てるる武・鋤鍬織露薯骸て，壕妬、難翫だ1舶難輝罧
三一形で照する・散大ヲ幽帽箭がぞ・・喉嫡脚駐な夢嚇晒に灘酎るも
のが紹められる。’

VL・攣成域の詑載

　了）　エハオ．イ吟テ睾

隔1これ麟無恥惣・1擁r織疏膿より蜘贈蝦巨つ潮琶熱・在って津贈ひの細oo

mもの範陣多髄勧蝋態が示財してみる・多く隙：～期・ホルン九ル獄三二
　せるものと認められるが，匹一・部には薄／脅様に1角閃岩源のも｛つを挾有し，．目．つ叉その歯

髄劇」70n準も及・雪叙勲ゆ騰が含畝，共に盈それの獅雌受けてみる。
　　鋸物紺合せ並びにそれのオ・1：｛互1凋係：一一～域内に見出され没冷帯に次¢）様：なものがあ

　為．

　A）黒雲母ホルンフェルス源
　　　・・）（1・rdieγ三t・・二hyPe・stllelle－P1・gi耐・S・・qU＆rt・

　　　b）　qン：r（lie｝ite一ごしhむhOphy建te－1）hgiく｝cLミSe一穫uartz

　　　・）伽lie曲一h｝τP・翻脚一三・…dille－plgigC至・・測燃・

　　（｛）　　　（：丁‘）rdierit（」一1】｝ア1）e1・sti｝｛、hc一｝）iotite－Plagioclま｛Se一騒疑arもz

　　のP里・Lgi・cl・・se一｛Iln・11・醜t・・i七e－qu・rt・

　　f）　P圭言しgioel灘e－cミm｝mi119むoni七e－bio適量te－q｛峯乏Lrt冗

　　9）　A．huahdiUe一く〔u芝し酷z一（hyPerSもhe≧1e，ω1・d｛αiも（｝，　pl呈しgioclasの

　　h）P1饗：i・cl・se一（1…t・

　　　i）　 Qjl言豊．rtz

　　j）・Albit配1・chlo】・lt倉一〔己uartz一（titIul慧《～，　z｛｝isit｛曇1

　】3）　プ有　閃　 ナ書　葦療

　　k）　HyPe達・彗thdle一葦｝1れgicdaタ。一督uarもz

　　　I）　　ξ）ioP＄id・㍉τ）ししgioclasて三

　　nP　．DiOP罫1（卜一ま）：1・owh　l瞬・1査blellde－i）h乳gi‘Ml］照｛汚

　　1重）　　　至）io‘psidひ一｝｝iotite一「P至芝も9…o（，至．言1．£e
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　　o）　b1℃w｝主H碑u／）1eま1〔｛e－plagi‘ど｝h唇e

　　P）　Cu竃mユ由1gt〔｝ilite－plagiぐ）elaSt｝一〔：｛ua｝・勧

　これらの内のよりのにわた：る紐・含せけ攣成域の北部ヒこ廣範園に示されるもので，

三瀬に幽幽ひそれぞ親しの紐域鑛物（｛）重曾減に依り鞘互に移化し合ぴ，且つ縞欺となって

複雑に入り組み合ふ。　d）なる尉1、合せばその南部に了i∫な夢の範爾にめたり均整な形で

示されるQカンミングトンゲ「、閃石の含まれるの及びf）は盤雲母ホルンフ瓢ルスと憂

城：域の境界附近（手多化帯）にのみ見出され・るものである。

　これらに晒しのよりDにわたる戯事せは諦iとしてレンズ歌，脈歌或は溜歌とな

って上．述の岩垣くノ）織りなす縞歌製織に一々ナ二って形域せられあるっガi卜し時に：はそれが

周りの縞歌組承貞島を横切って．分岐支脈の派号せら忘しる事：もあるQそれらの界瀬は糎めて

．不整であり凹凸出入1こ富み，，爾岩狸の組合せに漸．移．の示される事もある。併しそれは

多く顯微鏡的な範匪｛の内に激諾する1形（1）もので，野外に於ては，それを：貫ぬくペグマ

タイ｝的脹1｛1こ膿としでより見受げられない。これ｛．士主として攣聖域の内域に著しぐ示

さ才してみる。この内でもg）たる鐵馨柘イ留イfを：含む紐・合せけ，嗣ξ）の岩絹に融雪を示

，す事が他に比べ遙か1℃多く，a）よρh）なる組・合せを経て炉端1柘榴石が急激に濃i舞をせ

られゆく形が各所に認められ，る9その甚しい平分では嫌なる眉≡英に富んだ優白貫部

分を伸って留る；事が警通Ueある。　1）なる紐合せけ攣ノ或域に接するホルンフェルスの

内に網1伏となる細脈の1勾に：示さ才しるものであるQ

　角閃箔源のものに討て，その一一・つは移化帯の内に存し，薄1群歌となゆ，その部分に’

依りk）んのなる組合せが認められる。の及びpうψ組．合せψ」二上述ののなる器相中

に含まれる斑礪角閃岩の塗成せるものである。

A）黒雲母ホルンフェルス源

　響岩である黒雲億ホルンフェルスの性質・…一得成域州剛）に導く分布するものは

黒雲母ホルンフェルス乃至黒雲母片岩である⊃その鉄物組合せは

　　：Plagi‘1ClaSe（A鼠130）一bi‘，もite一（4ua〕・tz－or｛｝110cl抗se一日｝y浬喉｛1く）tite，　淫naglletite，　（9ar翠et）

で，その斜長石の多くは置歌の焚達をなし，斜長石，黒雲母，石英，了E長石が全攣晶

質の構造．（c町st＝Lll（》b1ぎ戚ie　str難加：rのを以て之が基質を構域1する。その斜長矛∫組成

A鵬。乃…蓑A単課軽度である。黒雲母は濃赤餌飼で7〔鍔1．65転　IE長石の墨：は極めて少

なく，不透明撫物は磁愚意の他1て：磁硫細々が可なρ多量に見出される。との他に電氣

石，ジルコンが随題する。追分に依っては細撫う拓榴石が認められる事もある、多く

その構造はホルンフェルス的であるカ§，時には並行組織の著しv・部分もある。組成鑛

物の量比を…例に就いて見るに，左の様な形が示されてみる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　移化帯一一ホルンフェルスよりQ移化炊
：P互｛L9量oc1霊tSe　・・一・…32，3％

β量otiむe　　　　・・。・…　璽・・r・31，5

兜Ua〕・もz　……・一3ユβ
3～’Iaレ9116tite　＆　1）｝τ：rrh‘｝重｝ite

（）rthoclase

（）むhers

β
じ
一
り
鞠

0
り
1
0

態ジ　救船域の北端部及び』南端部でホル

ンフエルズとの移化歌態が覆見察される。こ

Nでけ漿成域に近づくと最：初に：認められる

攣化はホルンフェルスの内に網歌となる細

い罰目の爽達があって，紫辛絶のホルン．フ
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エルスが，それに滑って巾挾く（3瓢h｝内外）次線色に攣色してみる。槍鏡すると，

とのi墜色部の中央に巾0．51n訊程度の1斜團と明瞭に匿劃され掩細脈の形成が認められ

る。細脈の内は，

　j）　　エ触lbite－chlorite卿quaytz一（titahi毛e，　zois萱te）

の組合せで，細救のモザイック1｛牒合龍となってホルンフェルスの組織を貫ぬき磯達

する。この綱脈の周りでは杢くその構造には攣化ないが，唯黒雲母の線堅剛化が著し

く行なはれてみるQ

　この様な憂色部は亦器石の節理（」吐）i11◎k澹って巾廣く認められる。そしてその飾

理より分岐して岩石の特定寮歌組糸離に澹ひとの攣化が進行してみるものが屡々認めら

れる。この様な部分を検鏡すると，廣い範圃にわたり，その斜長石は汚濁し，その個艦

の内に斑黙様叉は網欺に透明な低屈折率の部分を形域し，黒雲母は砂石を放出して緑

泥石に攣化してみるQとの一部に特に薪鮮な昇i懐母の集積する領域があって，それに

混在してカンミングトン角閃石が形成せられてみる。そこに共存する斜長石には上述

の様な汚濁ぼ絵り見られす可なゆ透明な形で組成はA輪である。その鑛物紐合せは

　f）P1・gi・el鮒e－CU｝・m・iU蜘・ite－bi・・tite一縦U蜘

の．形を取る。この様になって餅原岩たるホルンフェルスの構造はli塔恥曝）セれる。そし

てこの様な繋止が約6m内クトの範圃に示されてみる。

　より攣成域内に近づくと，ギ÷石全艦が黒雲舞1で依る紫暢色を漸次失ぴ杢．体が灰緑色

の岩’石に：移化し，洞誌に少しく粗粒となってその細域断物の一つ』・つが肉眼で識別出

盛る程になってみる。槍醸すると，これには構造の改攣が著しく行なわ才してみる。そ

の斜長石は短柱歌の自形1挫を明らかに現して任意方向にi寵列せられ，その組成はAII45

内外のものが示され，ホルンフェルス叉は内域の岩ネRのそれとは格段の相違が示さ

れてみるD共存する有色彫物は角閃石で，之も大・型の柱歌結屏1となってみる。石；英は

ホルンフェルスのそれより遙かに大型でモザイ．ツク集合をなし，上越諸事物の間を埋

める。黒雲母も之に伴はれるがホルンフェルスに比べると極めて少なV・。その組合せ

は

　e）　　］E）lagioc1翫se・Cu亙nmihgtolliもe一（罫larLz一（b曳。も豆te）

なる形が示されるD注目ずべをはこのカンミングトン角閃石の中核に斜方輝石の含ま

れるる黙で，その檬な部分の形は攣総懸の内域に見られるものと著しV・相違がな小。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　左にその組威強物の量比を掲げる。
P1翫gioeiase…　6・・・・・・・…　57，4％；

C【lmlui玉亘gtollite・・ゐ・幽…　23，2

H：ypelsthelle…　…・・…　の0，7

ΩUar七z　　　　・・・・・…　9・・・…　16，8　　・

βio砒e　　……………　0β

Ore　　　　…………＿1（1
　　　　　　　　　　　，

　との繊な岩相に混在して次の組食せが認

められる。

　（｝）　　　Pla窪iOC玉aSe－C（｝T（1ieriむe

　　　　　　　　一瞬1｝thOPhyliite回qUartz

之は其の構逡に於て竜殆ど上述ののなる

紐合のるのと憂りなく，をの斜方角閃石も

上記カンミングトン角閃石と全く同様の炊態を取り，しかもその南核に同じく斜方輝

伽：含勲彫が渤らだ・る・この組合ぜ磐その斜長砂繊力・All鱒ありて，ヒ
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?◎一? 舟　　橋　　三　　男

越の紺合せののものと明確なオ丁睡；が示されてみるg

　内幕に示される岩相一

　D黒雲母ホルンフェルス蕩1
　器）　　COrd呈erite－hyl｝erstheheつ〕圭a鍔i〔｝clase一｛！鷺arもzつ｝y：r1痘ot｛むe

　b）　　Cordierite一＝し11thophyl正ite－P1乏毫gi（」clRse一（1互臨ユ・tz－pyrrh（，t：l　te

　c）　　Cordierite－hypesthehe－ahn｝u｝｛1ine－pl註gioclaseイ1モ1且rtz－py〕・1溢。右it・｝

これらの紅合せには全く一様の構造が示される。即ち，紐解鑛物はすべて等粒：に嚢耀

し，大いさ0．2～0．6m．mとなり全饗晶質構迭を村域：するQそして何れも一方向に少し

く伸長形をなすが普通で長挫：短樫2：1時には4：1程度となウ岩石の縞歌組織に澹

0　　　　　　　　　　　20

@　　｝・一．
＿．．．＿認．　　　　6…，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　め。

．・ F劇∴

一
『『

鼾蜿~　．「　■

．． D㌧「、」
　　　　　　　　　　　　L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　F
E・．． D　　　　　　　　　　　、　　餓ゴ

．一一’．h@　　　　　　　　　　　　　一　　．．

罹　　　　　㊥の⑫窃　　　　o　㊤　o　②　　　　㊥　9　㊥　⑪

一　　　　　　一⊥r畔・1』
F．「．’ D　．・．・　　　　　　　　　　　　　小・・　　　　、・，・』　　　　　　　　　　　　　　，馳「　馳　　■

o 1

」’」．

D　　　　　　、・ト．・：÷ト：・1　　　　　　∴㍉「幽∵，

㊥　o　o
ﾌ　．⑦　切　㊥
C　奪雷　旧

浴@G　O　窃
⑳

還’、灘繊妻室驚7『』，、∵、・「・ ㌦噛∴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

，灘・藁li｛；ll…1鎌1錠；薫……1…｛…ll繍・叢叢

・… ｫ讃…il鴇・∵・’・・㌔鱗…尊驚’
〆

・・∵
F1：’：・：㌦∵∴’・

・…灘………ll響…ll搾　照・灘…灘，

：・：1隊ヨ幽噛．、

P．．・…：・…：二：：；1：：…1｛：総・≧・・
ぜ

・・
P・・

数
幽　　　　1

@　　　　　　r　㍉　　ド　　，

@　　∴㌧「．■@見－　95　　」．■

一一　　， r　’　．，　　．11

@　　　　　　　　　　、、

圏麟．慶嘉［コ：・・；二薩覇翻
　1　　　2　　　．・3　　　4　　　5　　　6　　　7

Pig・露・V・IUme　relもi・ng　in　the　l正ype蹴he・λe－C・rdierite　P1卿・ClaSe　r・ck8・

（EIlaoi　me幡。照もic　aureole）

L　PIagioclase　　　　3，　1｛ypers｛llelle

盤　Gord｛er｛te　　　　　　4．　q』Uz亀rt呂

5．　G＆rnet　　　　　　　内7、　Pyrrhotite

6・君iotlt〔；

つて配列ぜられてるる。これらの組域：横物の量比ば岩石の部分に依って甚しV・攣化が

ある。その相異なるものが縞歌となって交互してみるのである。この様な交五二歌態が

一つの簿珪の内に示されてみる事も猶々ある。瓦較的均一と思へる部分を取って測定

して見ると，それぞれの量比に廣範嗣にわたる重曾滅が認められる。併し第2圖に見ら

れる様にその開に少しく規則性がある様である。それは斜長宥と董青石ゐ聞に見られ

る量比であって1大部分は爾者併せて60％より70％の閥に在わ，しかもこの内に斜長

石と董青石の量が相反關係｛に在る事が圖の内よりも伺ぴ得る。斜長石はその組域A1脇
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内外のもので，組合せの憂化に從ってそれの相違を見る様な事は認められす，多くの

測定値はA．l120よりA1脚の範圏に止まる。

・DC・・diq・圭嫡｝・p郡th・踊i・t呈te－1・1・gil・e1・・隅1剛・z

とれはこの早成に：特有，と見られる斜方輝石，菓青石の量に既述の山相に此べ著しく三

野黒雲母が多最となって原肥のホルンフェルスめ組成に近縁のものとなつでるるが

絢購渤の大v・さ。加・・m内外となり粒1畔立麟雛には前述のものと大して攣ると

肪がなV’・唯斜長石・斜方輝凹凹箭略々がより良好な三二や自形性額へ
大型に嚢達する黒雲母及び石莫カミその聞を埋める傾向が明らかである。少量ではある

が聞戯辮1搬・溝話獣の蝋型となって形域せられるものがある諒1賊賦物の性

質には甑蓮のものと全く一致したものが示される。黒雲緑は七赤褐で色で，み1。657程

慶のものである。

　冠辰　　タ伏　　音郵

　h）：P1・聖．9｛oclase一・wa≧・t・

　i）免し1芝も書・tz

　この岩榔）形態は既に述べたところである。その糸職は斜．長石の二藍となるものか

ら石英のみに至る迄あらゆる量比のものが見られる。二二をなすが，詳細に見ると周

りの唱酬二莚に分泌りこの溜りとなって野馳られ，叉はその1融七二二物の聞隙に廣

く滲透歌に鑛がつてみる事も認められる。その様な溜歌ムなって形成せられてある部

分観ると・第．一に・その範幽に有色鑛物並びに凹石が全く弓場し，斜長石，膜

のみより構成せられる様になるQその様になると斜長石は急激に大いさを恥し柱歌の

自警性の優れた形となる。そしてその間隙に石英が俘は才し來るのが普通である。との

粗粒化し且％英が著し伝るイ賄は／嗣の糖iに凱ズ際立つた髄と云へやう。

稀に蝿の黒雲母がこの部分に見られる事もある調ゆ翔月中に均一に伴はれてる

た黒幕鐵鑛は，この脈ll摺尉1に至ると，全く委をひそめ其の他不透明二物の認められる

ものがなくなる。こMτ示される石英は多く共存する斜長石と飼程度の大V・さに嚢達

する。併しその他に遙かに細粒で基質的なモザイック集合となって大型の斜長石並び

瞬漠の髄撃て鍵するものがある。石英のみよりなる部分でもこの大小二種の

形を：取る構i造が遡く示されてみる。

　こ玉に見られる斜長石は大いさLO・11識程度瑚りのギ｝相中のそれに比べ2～4倍にも

なる・その即成A1撫～A斯程度で拗りのものに比べ5％程度の低下が示される。石

；英は多く伸長形となり脹の：方向に配列せられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　をの伽di・・量t・一hy…・e1・曲・e二油th・1・hyll晦・1・…（iille－P1・gi・cla・e－qu・，t・

　この組合せは構造・形態に既逃の岩相と脈1｛！こ部との二二面高のものと見られ，のの

組合せ中にレンズ扶とな夢粗粒に嚢達するものである。．この部分に新らしく見られる

は，1）組成鑛物の闇隙に多量の石英が加わる事，2）斜方角閃石大型結贔の護達，3）

鐵馨拓榴石の新生，4）黒雲偲の大型二品が忌門肺才しる事，等．々である。この斜方角

閃石は大型に護達し他成分を包裏して鱗歌になり，既述の様な軍に輝石の周りに形成

せられるものと1ま異った形態を示してみるgこの堵相は一般の脈歌謡の形態に類似し
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てるるが，亦それに比べては韮青石，有色二物を可なり多く三ってるる事に周りのa）

組合せのものと大きな回りが認められなV・。

　9う　　Almalldine”（lu芝竜工tz一（hyper宕tlle1】e－e‘）r（蒼erite，　PLL9呈ocL㌃se）

　この組合せは岩石中に柘榴石が急激に濃集する形のもので，その多くは馬弓形態を

取って上弓の岩絹中に挾在する。のの組合せに見られる材1榴石は少量であり且つ岩イf

の内に均一に分布されるが，この形Z）ものでは縞欺紐織の牛芋定部に柘榴石のみが著し

く多量になる。常に之に俘って石英の塘加する黙が著しV・。それに謝し斜方輝石，菓

青石，斜長石等は柘溜石粒聞に押じ挾められ，甚しく滅伸する。先に述べた様に，こ

の部分に大型の不規則形をなす丁丁門門が時に著しく搾われ來る事がある。一回目は

それに黄銅鑛の俘われる事もあるg

　脈歌材の周りに見られる攣化：一以上の様な脈歌部がその周りの器イ召に劃然と境

を示す場合は少ないのであって，その前後にわたり，讐方の要素が混在する事が多

い。之は引歌部で基質的構造をなす細粒：の石汐ミ集合膿が；同様の形態で周りの斜方輝

石，菓青石，石英等なす紐織闇隙を縫って不規則に撰るものである。この様な部分で

は，斜方輝石，菓青石等に鍾々分解攣質の事が見られる。そこにはそれぞれの鑛物種

が脈歌部の周りで，それの石英の量のi曾加する方向と歩調を合せ，それぞれの時期に

線泥石化を行ふ傾向が伺はれる。それはD斜長石を主罷とする二男部の周りでは既

存の鑛物種の内に分解攣化の事は認められないΩ唯輝石にその位置が斜方角閃イ1∫，黒

雲母の様なものに：代られ易い傾向が示されてみる。2う賑’1／こ部が斜長石と石英とより

なるものでは，その周りで菓青石，斜方輝石は緑泥石化する。この時期では斜方角閃

石はより安定である様で不攣の儘である事が多い。3）石ウミの多量な瓶歌部の周り’6

は斜方角閃石の一部がカンミングトン角閃石化せられてゐ番Q4）石英が主膿となる

ものの周りでは大湖1分の鑛物種は待肥石化せられ最：も安定に：見える斜長石もソーシユ

ライト化が示されるo

B）’埆　閃　岩　源

　k）Hyp鵬thehe－pl・ゆ・cl芝しse一㈹rt・

　1）Diops三de－Plagiocl仙Se

m）　D量OPside－b3・o、v主1　hor亙1blellde－pl島giod畿Se

　I1）　　 1）i〔）達）si（le一｝）i｛）tite－1）1芝LgioclIlse

　これらの組合せは域の北縁近くで移化帯を継て内域の燐朝に達した附近に見出され

その内に挾在し歩巾円い角閃；岩に由1帯するものの様である。極めて不均質で，一標本

の内にも数種の紐合せが見出される。細粒のもので並行紀矧生が著しい9楕圓歌の．斜

長石と糊晒至は時に廻裂となって斜長石飽聯激となる輝嘱角閃龍以て鰍
せられる三三となり斜長石輝石類を主膿とする部分と輝石角閃イfの濃刑する部分が嘔：

別せられる②

　斜方輝石の多くは斜長7逃玩聞を埋める大型の飾歌となる褒逮を示す。之を見る組合

せには石英が可なり牽肺れ，透輝石を見る組合せと此の黙に弓長勤球される・透輝石

は田歌乃至不定形で，これに：褐色角閃石の伴はれる事が多v・oその角閃石は透輝石と
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共存するが多くは輝石粒を包みその外縁をなし，叉は飾弓となり多くの輝石粒を包乱

する。甲種輝石の混在する弾まない様である。斜長石の組威はAm5乃至AI150程度

である9
　0）　　　ヌ3ro、vil　r玉ミortl／：｝エe）1‘le一τ）1ILgi｛｝C1芝延Se

　P）CUh1｝γ1i聖：t乏）nite－pl且gil．leL｝Se一傑U乳rtz

　この1こりの組介せは斑鶴角閃岩に山労するものである。のの組合せでは並行紐縦が

著しく，その形は岩石の色調灰鳶色である顯を除けば，この地方各所に知られる三三

角閃岩と異なるところがない。この岩相が廣い範際！にわたって連績するが，庭，々k主

としてその：並行組織に滑って優白質となる部分がある。その部分では並行組織を失っ

た粗救な慕石となってみるΦその庸りの優間質部と享斬移する形が各所に見られるが，

引時｝（：は明確な界面を持ち，その並行綴織を・切って遊入プf｛礫（i11もγU鍼ve正）逝摩cc熱）

様に角稜を示しその茸理方位を翫した優黒質部を包含する事がある。この優白質部に

はp）なる紺合せが示されてみる。

　優黒質の部分は管長形となろ斜長石の聞を閉め柱歌となる多量の角閃石の並行配列

をなすもので，その組織は干れの部分にも均…に示されてみる．その角閃石が他を包

給して獲達する様な事は見ら穿τない。角閃石は112＝L694　X二淡禍色．￥÷Z＝帯下蜴

色で，斑講角閃岩中のそれに比べ吸牧が大きくその色調により赤・二色を帯び屈折率が

高くなってみるQ時に之が汚濁し無色となって，カンミングトン角閃石の集合膿に攣

化してみるものがある。斜長石の組威はA舳程度で，原岩のそれと柑違は見られなV・Q

　優白質部はその構造が部分に依って不均一となってみる。．斜長石に短柱平な甲形個1

の示される傾向が著しい。時に大型に斑歌墾i晶となるものがある。その闇隙を裡め細

粒の石英が多量に示さ躍’しる。この様なものに見られ．る角1周石は大部分無色でカンミツ

グトン角閃石の性質を示す（112こL674）稀に娼色汗閃石も見られるが，それは斜長石．

粒を多く包裏簿朕となり早歌の嚢達をなすものである。そ穿てその一部が不規則に無

色化してカミングトン角閃石の攣化を示してみる。その様なものでぼ共存する斜長石

は累帯構造をなしその中核はA1｝5。であゆ燭線ではA脇なる畳質を示してみる。叉

稀に透輝石が認められる事がありその周りを包んでカミングトン角閃石が形成せられ

てみる9

2）　エノ、オイの海襟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　エハオイの澤憂成域より更に南西部へ撤欄ギ｝撒を離れ，海斜なる國・道滑ひに径10m　　、

にも満たぬ猿乳・・鍵成域が認められる。轍舟端の主要器膿より甚しく遊離した位置では

あるが約501n東：方に撒糖器のノ1・さな岩脹が知られてみるりこの獲戦域の周りは斑礪角

閃岩（9繭・一phib・1it・）である・域内に鰍・・様な回船胎せが示される。
も

　銭）　　Cuぬ11ni三一gt‘）11ite－pl糺gioclase一（bioもite）

　正））　　（〕ordierite畷しn重｝hoPhyllite－Pエ匿Lgioclase一（（l11馳玉｝tz）

　c）　Cor（iierite－antlloPhyUite一盛lm芝u璽dine－plagioclase一（1uartz

d）QU磁z－pしもgiociase

　下等は原耕である片歌の明らか激斑露角閃岩より1～21nの独い距離の間に塊1伏とな
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りb），のの紺合せに移化する。その移化帯に在っては角閃岩の片ll懸艮織に澹ひ不規財

にの，b）なる組合せの交互するもりで，少しく攣域域の内部に入ればカンミングト

ン角閃石の存在は見られす，薙青お，斜方角閃蒋等を主艘とした岩相のみである。これ
　　　　1）
には猛11eyの記述したα）rnw盟地方の斜方角閃石肇青石欝のそれと極めて一致した

形がある。鐵鎌拓榴石は内域にのみ形成せられるが，その分布は甚しく不均質で局部

的に濃集するものが多いゴその著しい濃集部には常にd）の石英を主灘とする賑状農

が伸われる。之等の組合せは原寸の構造に基づいて門門に生干せられる傾向が強いQ

　斑爾角閃岩の性質：一これは本地域に善通大いさ10～30通二度の岩龍となり黒雲

億片岩の片理に沼ぴ；．二時には緩やかに之と斜交し器二七の形態となって数多く見出

される。唱大部分それ田町が周りの岩類同；鍔こ著しいノ．1’歌紺織を示し，明らかな平成角閃

岩の性質を具ふるもめであるが，その低攣成歌態のものを見ると原器が弾入斑薦岩質『

岩脈であった事：を：推測出門る。その筆入固化に際しての地域…帯に紅なは♪琵允攣物学

件に支配せられ特異なる角閃居として成生したと解澤されるものである。との岩石は

斜長石と角閃石とよりなり，その他に僅かに二野鉛ll詮俘ふのみであるD斜長石1まA1励

内外筑角閃石は一一般角丁丁りそれと異なり褐色を帯びるを特色とするがその周縁に從

って線色を呈するが事が廣く認められる。112＝1．664～1。662cAZ＝18。

　のCummin9もonite－plagi・chse一σ〉量・tite）

　これはその外観に於て殆ど原岩と隔下する事が出來ない。楡鏡すると，構造上の改

i攣は全． q認められないが，その下色角閃石の領域がカンミングトン角閃石の針朕結晶

の不規則な集合艦一一一時にこの間1こ黒雲母を交ゆる塩がある一一に塗化してみる。斜

長石はその形態殆ど攣る事なく少1．、〈汚濁の示されてみる場合もあるQ然しその構造

不二であるに反しその管下はAn22程度に低下してみる。

　b）　　（芝ordieri七e一1｝hth亀＞phyllite－Dlagioclase騨（f裏｛1賊r右z）

　のに比べその構造6は大差ないが，組1戎には原野との距りの率呈度が更に著しく示さ

れる。その低度のものに在って齢｝方角閃石の形態はカミングトン角閃石のそれと殆

ど同様であるが，少しく良好にとれの嚢達する部分では常にその肥りの斜長石の位置

に篁青石の形域が認められ，斜長石…斜．方角閃石一ぎ1畢£青石の紐合せを示してみるQこ

の様なa）の組合せとb）の維合せが縞欺となって濾片の内に旧く相交互するものがあ

る。その様な部分でも爾者の干物組合せは劃然と守られる。爾者その構造洋々同様で

あるが，篁青石（う形成ある部分は少しく粗骨となる傾向がある。との形の部分には原

野には全く見出し得なかった石英が片歌紺織に滑って少しく認められるものがあるQ

：叉菓青石が局部的に：｛農集せられてるる檬な事も．見られる。時なdま斜方角閃石が野選集

合隈となり斑欺の嚢達を示し，之に細伴ふ斜長石，菓青石も大型となり，’岩石の並行

1）　　［i】i箪1e）㌧c・罫｝・　＝　一一一一一ig35

　　　ムエct｛遍solnatislu　馳s自ociated　w量もh　恵he　greell～tolle　｝1‘〕r1ぜe皇ses　of　K：enidjack　a置ld

　　　：Botallack．　eorllwall．

　　（M量n・ム1ag．　VoL　24，　pP。18譲一呵194）



幌満地方輝．石撒撹藩体の周園に認められる攣成現象 一尋5一

組織が演滅する部分があるQその様な粗粒部が三三の組．織を保存する紬粒部の縞に滑

って獲達する。斜1蓑石の閉域はのに於けると同工A聰内外である。組域鑛物の量比

は斜方角閃石と斜瓦石が三三となり，董青石は常に見られるが少量である。この他に

燐；欠石が四々目立つ程1変に1絆はれてるる。

　c）　C‘〕fdieri童；e曹a1曇thoPhyllite一註hl｝an（1ine『plagiocl：lsc一（（lu乳rtz）

　之は組合せb）の内に鐡馨柘榴の斑歌結晶が多量に形域せられるもので，その爲に原

岩の面影たる片歌組織は全く擾下せられ無定位構造の塊状岩へ攣化する。柘榴石の新

生に伴って斜方角閃石，斜長孔篁青石等の斑欺に獲達するものがあって，同樹職

の細粒な基質的構造をなすものの内に散点する。

　（D　　Q、Uaアtz－Plggi（｝claSe　　　　　　　　　　・

　これはエ・・オイの澤に於けるものと塗・く嗣様である。柘榴石の濃集部に多く伴われ

叉その周りの岩湘中に同様組成鍍夕山の緑泥石化が示されてみる。

との攣成域内の組域鑛物の性質に就いで述べると，斜長石は域内のすべてにめだり略

々同様の組成を持ち，A1122よりA蹴程度のものが認められる。周りなる斑講角閃岩の

それはA1廟内外なるに比ぶる時その聞に著しく差異が見られる。原品の角閃石のカミ

ングトン角閃石化・斜方輝駐1化と歩調を一一にしてとの五三ヵ：示されてみる。形態は

多く原岩のそれと冷く同様に保たれ，全面に微細の塵埃歌物質を形域してみるが多く

透明な形になってみる。

　斜方角閃石はこの憂押貸では偏歌の集合龍となる傾向が著しいσ二二に於ける角閃

石に比べその量は可なり少なくなってみる。1屈｛二丁γ＝・1．680んL698日間に在る。＿

標本に於いて拓榴石に濃抄する部分のものは1．698なる値を示し，それを歓いた商1分

では1∫阻なる値が示されてみる。．廣い範園にわたって柘榴石齢がξく部分では1。680～

1・682程度であるが，拓榴石を科≧ふ部分又はその周抄では1．690～1．698なる値：が認めら

れる。この爾部分に明らかな相違が在るとしで良いであらう。この爾部分に俘われる

董青石登はすべて一様の性質である様でエ．559乃至驚62なる値のものである。

3〕　国軍オイのトンネル

エパオイの國蹄ンネ・閉口に撒瀦岩の・階賑があって，その下弓際のホルンフェ

ルスの中に小範團の攣括帯が示されてみる・その内には薄屠の角閃岩を含み之亦同様

攣威せられてみる・すべて構造的に略々原岩の形が保存せられてるる。これに見られ

る鑛物紐合せには次の罪なものがある。

1）ホルンフェルス源

のPi・gi・cl細A1・…）一・・rdie・it・・1・i・・ti卿1th・Phylli卿…t・

b）P里・gi・el・・e（A・1・の一C・聴・illgt…ite一（騨r切

頁う角　閃　暑源
　6）　　　P夏agi（）e1‘、se　（ノk1175）　一。夏li1｝1蓋｝i｝1gt（｝1】i七e

　dう　　Pエagioclase　Gk1175）一brOWn　hOτh1）1ellde

　e）　　1》lagiGc｝ase　（ゴ～L　n2ξウ　一eo〕・di（｝｝ite－bi〔〕ti右e－ahth（、Phy三1ite一（1uIlrもz

　原岩のホルンフェルスは圓粒欺の多量の斜長石の聞を1狸め石英及び黒雲母片を見る
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ものであるQ攣域域内に入るとその黒雲愚の集積領域中にそれと混在して細片の斜方

角閃石が示される。斜長石の形態はその儘保たれ斜方角閃石，黒雲母がその聞を埋．め

構造には原器のそれと攣るところがない。時に斜方角閃石が大型となり飾朕に斜長石

粒に包み長柱歌の斑欺攣晶様の嚢達を示す部分もある6薪生の斜方角閃石の量が多く

なるに從って黒雲母こが減少する。叉それに作って斜長石の位置に董青石が四域せられ

て回る。この草青石は量的に斜方角閃石の形域よりは遅れて著しくなる様である。こ

の紐合せでは斜長石の紅域はA撫乃至1k膓なる値が示される。

　b．）　：Plagiodase（Ali45）一α董mエτ1hlg鰍1iもe一（穫Uartz）

　角閃岩源のものと黒雲母ホルンフェルス源のものとの接二部にこの紐合せが示され

．てるる。それ轄接着部に澹ふ厚さ激粍の範園に認められ，その構造より見れば黒雲緑

ホルンフェルス源の領域．と見回される。既の黒雲母にホルンフェルス側にはのの組合

せが示されてみる。接着部至るとその斜方角閃石の緑泥石化し，斜長石の著しく汚濁

を示す帯がある。之に次いでb）なる斜長石一一カミングトン角閃石の組合せがあって，

この部分では石英の量に極めて乏しくなってみる。その二成鑛物は新鮮である、それ

に隣って，その構造から見ても角閃岩源と見倣し得る斜長石一カミングトン角閃石の

組合せがある。より内山（角島島源の側）は褐色角閃石一窪1長石の病訴ぜとなってみ

る・との糊｛晒己列は各々撒粍の荻v・周圃で示されるものではあるが，それぞれの帯に

於ける斜長石の組成は嚴密にその鑛物組合せに從って著しv・相違が示される。即ち，

一薄片中の例を塁．げると次の樽な形が認められる。

齢せ 奄ﾌ囎謝許

謝長翻
Al1211

馬蹄・・讐濃霧鞠註1　翻蝶躍臨

逡構

酬（燃（幽 　　　　　
An75　　　　　　　　An75

黒雲母：ホルンフエルス的． 角　閃　岩　的

じ 盤1n．m 411．し111 7Iu．m →

　C）Pia響ioelase（A1怖）一eU｝nmih9七〇11ite

　d）　Plagiocエ銭Se　e厭えエ75）一broWII　llrく》nlblellde

　角閃岩源のものではのの組合せは角二尉の片理に滑ひ薄暦歌となり（1）の組合せと

縞欺となって交互する。それらの組合せでは石英は全く絆はれす，角閃石類の量が60

％にも運し構造的にも型的な角閃岩的なものが示される。之に相俘ふ斜長石はの，の

の組合ぜ共にAn75程度でめるQ

4）サルシユナイの澤

　撒櫛岩艦の南東部なるサルシユナイ澤下流に三二器と黒雲母ホルンフェルスとの一

つの接鱗部が認められる。その界面に滑ってユm程の間に董青石一覧｝方角閃石一斜長

※これは残晶と見倣すの禺困るものである。
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三尉が示され，之が施内外の一二の内に色々な中品型を綻て黒雲母ホルンフェルス

へ移化する。この周園に見られる二相には次の様な紺合せがある。

　a）　　：piagi（，CエaSe－bi〔｝tite－CO｝・（1ierite一（一1Uar｛⊃Z

　b）　　メへ』1bite－1）iotite－COrdieri七e（｛11】貫rtZ）

　el）　　！X－lbite一三、hも｝｝（、1）11yllite・C（》rdieritむ

　塗域域の周りは黒雲母ホルンフェルスで，之は既述のエハオイの澤に見られるもの

と金く同様の形が示される。その樽なものに見られる最初の攣化は
　a）　　　plagioelaSe一｝）i（、t圭te　C（）r（1i〈｝〕じite（1疋1ILr七Z

　D　菓青石のμli歌即下歌に形成せら才しる事，2）それに俘って黒雲母の細片が相寄

り多少均質な大型結晶へ攣移する事，3）石莫も同樽相寄って大型となりモザイック

集合となる慕，4う　その：爲に：杢艦がより二二矛：｝となる、

　b）　　ゴ玉．エbite－b量〇七ite－C（》rdierite｛‘411artz）

　その梯な傾向が弥くなると斜長石の量が著しく増す。之は斜長石〔Ah30）の周妙に・

聾長石が附加娠・莚すろ嘉に依る。叉黒雲母がいよいよ大型ll｛つ均質結晶となって斜

長眉と杢攣晶質構造を以て接するに至る。それに俘ぴ石英の領域は漸次狭められ殆ど

漁失する。との二合ゼでも董青石の量は漏り著しくな㌔～この様な形のものの内，そ

の黒雲母の領域の一二～が繊維歌の斜．方角1ラ財1に攣化してみるものがある。

　C「）　　　ノ～Ll｝）i塞｝e一まし1｝t11（｝ε）1ユ｝rllif｝e－COr（ユieγite　　．

　この紺合せではb1）の樵雲母の位置はすべて斜方角閃石の繊維歌結晶の東歌集合を

煮すものに代えられろ。石英は奈く退場し，斜長石の獲達著しく，露岩の面影は発く

失われる。この斜長石は三二構造が極めて明らかに示される。Ai勘内外の聚片髪贔

を示す中核があってその樹りに廣く均質なA1恥程度の二二部分が獲達する。その中

核は原尉の斜長石を：思わせる。漿三青石は由り多：量とはならす，漁歌紙魚となって喪達

する。

5）　古　1μ　の　　澤

　撒麓岩の東北側幌満1！1流域なる古川の澤頭附近1τ一つの攣縮域が見出される。黒雲

母片岩の内に在って，その構造魂乳成の改攣程度は鋤著しいものではなV・が，斜方

輝石・董青石・カミ著グトン・角閃石等この轡域に特有な諸鑓物り形域が見られる。

こ玉には次の梯な二物紺合せが知られる。

　のPI・・gi・・cl…．1・i・tit・・C。rdie｝・iむ・・一qUa・t漁1man（Hnの

　b、〉　　：Pla墓ioclaSe『bi｛｝むite－Cぐ》エ・d｛erite4ユyPersも｝1（三≧≧e・ahn乳hdihe一｛釜UarもZ

　cq）1）1ilgif｝elase・ま）i噺te－CUm玉nh1翼も0亙1ite一戸U鍛Lz

　攣域域の周りは斜長石く．A113ゆ黒雲母一石菓ゾ）紐合せを示す黒雲母片麟で，並宥構

i造の明らかなものである。

　a）　　1）1乳終iし）eiase　biotiteα》翌die〕・it《3・qUartz．（ahn段：1玉dihe）

　之が攣威域に入ると第一に示される二化1お書石の粗粒化で，特に斜長石（All，ゆの

短柱妖結晶が三三攣二二に嚢達する。之に伴って鱗片歌であった照雲母片が均質の大

型結晶とな．り・次第に三石の月奮灘職が失われて來る、この様な墾化に細・れて新に
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菓青石が三二攣贔となって成生せられてみる。之は包三物の殆どない均質’な自形性を

も少しく具へ）たものである。時には柘榴石も斑状となって見られるものもある⑫

　b）：Plagi・clase議）i・・titeσ・rdie蹴e　hypeユ・sth・he一樹n匿L主1dille・傑u瓢z

　との様な構造の改攣が進むと，基質的であっナこイf英の編粧集合膿も大型結品集合に

攣り，岩石は全滅晶質構透を取ろ面こなる。稀にこの勝な形のものに斜方輝石の形域

せられてるるものがある。之は主として黒雲母の集積する部分に’俘われてみる。他組

域鑛物粒を包み舗状となり明らかな自形性は示されてみない。その鮮訊一）60。

共存する黒雲母は赤褐色でγ＝1．663菓青石は2＝1．561なる性質が示されてみる。

その量比は…例で家の樽なものがある。

二Pla慧ioclase　一・一・・…　一　35，596

βio右ite……一…・一玉5，5

Cordierite　・…　一・・・…　　91

　　　　　　　　　　　，

：HyPe｝・sthehe一・一・…3，3％

A．lnMし1まdille　・・匿『・・・・・…　　3，9　1

（～uartz・…　一・一…　一・一・　32，4

　eン）1）lagioel乳量e－biotite－CUlnhlihgt〔｝ni亡e　q　uartz

　麟の紅合せが域内の大部分を占めてみるが，との内に石次質駅戸より攣威した石
　　　　　　　　　　　　　　1）
次質珪酸臨単物を主体にしπ團塊が闇々見出される。e）の継合せはそれと黒雲母片

岩源ののの刺網との境界面に滑って實現されてみるのである。紛組合せの岩相から

石蝉茸團塊に近づくとrlJ　2～3cmの間が可なり細嚇1正子となって黒雲母斤岩のそれと

確り異ならないものとなってみる。この部分では明らかに石英D量に乏しくなり，，日、

つその黒雲母の位置にカミングトン角閃石の形成が示されるg之は｝舜塊に近づく程黒

雲母に代って多くなる。こしに見られる斜長石は粗隣る岩相中のそれとは明らかな相

違が見られる。それには累帯構造が示され，結晶体の大部分を占める中核部はA脇

を示し，之を包んで薄膜朕にA｝145なる部分が獲達するのである。之に隣って團塊に罵

すべき部分がある。それは基性斜長絆一緑色鶴シq石一石英の紐合せである。よりその

内部に至れば外々の組合せの累帯紀列があるが，それば基性斜長石一一千重1ミ石一石英の

組合せ・が主休となってみる。それらの紐合せば廣くこの攣威域外に見られるものと全

く同様でありそれに比べ特に攣化した樽な形は見られない。

6）　新誌；面詰の澤

　撒手白岩龍の北縁を流噛しるこの澤漕ぴで，その中流部より下流部にわたる二三の箇所

に低度の攣域欺態が見られろ。その憂成域は角閃潅’沖1こ胚胎せられ，そこに示される

轡当馬態には．一L蓮の諸地下とぼ租々異なった形がある。即ち，原岩の緑色角閃石の褐

1）　　鈴　　　フ量く　　　　酉享　3　－ig34

　　　十勝i國南部海岸ホルンフェルス中の憂成石茨質團球に就いて．

　　　（地質．第41巻．PP・666）

　SUzuld，」．雲一ユ934
　　　ユ～【etalRorphosed　　c蒙Llcareolls　collcreもiolls　まH　the　hぐ〕rnfe玉卜　＝亀t　the　souもhcrn　coast　of

　　　Tokati　province，正蓋okkaido。

　　　（Jonr．　Fac．　8Gi．王｛o翌（1ζaido　Imp．　UIlv．　Ser｛Gg　4　Vo玉．2．　pp，323－338）
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色角閃石化並びにカミングトン角閃石化，透輝石，斜方輝石の形域等が主な紐域攣化

で，菓青1こ口斜方角閃石（夢形域はと蕊には認められなV・9とれらの墜化は角閃岩中に

極めて不均質に實現せられ，点るも¢：）は片理に薄層一チ伏部分に特に行なはれ，或は叉そ

の片理を破碑して継飲・火焔散となり特殊の武相が護達する。域内の甜絹には次の梯

な二物紺合せが見られる。

　a’）PlaαioC1畑一正）ユ・軋》、鴨ll峨｝blei｝de

　b）　　］Plagi（きcl箕se一虹1iopside（b罫ow1ユIL‘）rllble1｝de）

　C）Pl・gi・C1細4・yPers遍1・he　qU・r甑CUn1｝ni≧lg七・1・it・）

　d）　　PlagieC1a臼e・eモ量nユ111i亙lgも0ぬite（L，iotite，　qUaアtZ）

　原岩である角閃岩は三富となって黒雲緑片岩中に：挾在し，可：なり連績性を示すもの

である目線色尭閃石山ひ斜長石よりなるもので他に翁忌鑛をイ～1≧ふのみであるが，一部

には角閃：百を減じ石英，黒雲愚を之に加えるものも見崩される。何れに於てもその紺

威二物は著しく伸長1形となり並行配列を示す。

　の　Pi芝毛giぐ｝el齪e順｝｝‘）w1辻王｝or1上blen（1e

　攣四域の大部分はこのヲ｛珍に攣化してみる。多くの場合構造上の改攣は殆ど示されす

唯その角閃石が濃遜色蜜攣り屈折率の高いものとなってみる。X＝淡黄褐色Y亭Z＝

濃褐色。．＼Z＝1｛3。2V＝（‘ご）82層’璽＝・1．G72～1．｛386之に伴ふ斜長石は大部分の場合

汚濁してみろ。その総域に原岩との著しい絹違は見られない。俳し局部的に片理に

沿って叉はそれを切った賑llノことなり粗粒優白質部分力£示され，その部分の構造には原

岩と著しV煙りが認め記し観即ち，並行組織は失われ，遙かに粗粒となり寄木面面

造（grahObla呂tic　slrのとなってみるQそして斜長石の塘加が著しい。その甚しく優

白質になった部分で綜石英を見る事がを）るQ角閃石は長桂歌の晶癖を失って等長（三S－

01ne頃。）となり細粒余ト長石を高温し館i欺となってみる。この樽なものでは上部のもの

より更に濃褐色となってみる。之に搾われる斜長石はA、115δである。

　b）　1）lagi｛｝cl芝1se畦H（㍗pside－browh　h｛｝rhblellde

　透輝石の形域せられてるるのは上に蓮べた様な粗粒化せられπ部分である。構造も

それと大差なく，斜長石の層加が著しい部分である。透輝石は角閃石の位置に代って

示されろ。それは輪形性の杢くない山詞嬰に嚢逡すうもので，丸味を帯びた不規則な輪

廓となる。多くその周りを褐色プ「1閃石に包まれ，叉細面となり褐色角閃石中に多量に

包裏せられるも“）もある、2V驚（十）58。　cへZ・＝38。角閃子1は頭紐合せ中のものと

同様であるQ斜長孝．1も錘様でありA≧応程度のものである。

のPlagieぐ1芝・欝・一h｝Tr諺theいqUart・・（Cmmli｝・gt。≧lite，　bi。tite）

　この組合せは＝Lう組合せ中に挾在し，その珪欺纏．織に滑ひ薄暦となって實現せられて

みろgその周りの山相に回し著しく優白質となり多量の石英がこNに導入せられてる

る。斜方輝石は短：柱歌の斑晶系1∫晶となってこの丙に：散：黒占する。その外線にカミングト

ン角閃石の細｛／こ結晶．密生するのが普通で，叉それに俘って黒雲母が見られる。共存す

る斜山眉はA主蜘乃至A1螂なる二二を示し．，幻，　bうの：岩枳のそれとは明瞭な相違が見

られる。
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　芝毒う　　　1）1芝1gioc1温se－c｛i11｝111iモ匪gtollite（｝）iotite，　q1ユ｛Lrtz）

　之は組合せ＝のの内の禍き三角閃イ．1がカミングトン角閃石化せられπ形のものである。．

その構造には既蓮のそれとの相1撚殆ど示されてみなV・、そのカミングトシ角閃石化

は二色角閃石が斑禦1歌に無色化せられ明らかなカミングトン角閃イ㌶ン性質を示すに至

るのである。のの組合せに接した凋りのの組合せの岩絹中にもと¢）秘1な形が廣く絆は

れてるる。このカミングトン角閃石形陵に弾って黒雲母の減生せられる審も屡々見ら

れる。叉時にこれに石英が多量に示されでるる事もある。斜長石は他組合せのものに

比べ汚濁する事多く，種々の組域が示されるが，石英を絆はぬものではA脇乃至A｝エ40

であるが，石英の多量なものではA蜘内外の紺成が示されてみるQ最下流の墾二言の

内に角閃岩源のものと非存して黒雲母片岩源でこ）ものが見られる。その角閃岩回帰のもの

にはa）及びのの組合せが示されてみるが，黒雲母片岩源のものに｛．よ

　1）里agioc工ase－biotite・cぐ｝rdierite一乳hualldiぎ｝e一目u妄、rtz

　の紐合せで古川の澤のそれと同様な形が見られる。

、唖。造岩鑛物に二就いで

　上述の檬に相離れた攣二二の各々に示されブニごろ形には．色々i攣化があって相互に隔絶

する様に見倣されるものもあるが，それは叉それぞれの原論より董青石…斜方輝石一

斜長石乃至董青石一斜方：角閃石一斜長石なる牙｝相への過渡的な形と減ずる事をも出認

るであらう。これらの憂成忌中に示される押相を形造る乱波島物の性質には著しv・通

有性が見られるのである。以下にそれらの性質並びに二二繭係に就V・て概観し度い。

　D斜長石：　これはあらゆる疎隔1に主要な構1戎1賦物とし’（認められる

ものである。充分に粗樹ヒせられたも（ひでは他紐域に比べ自記性の優れた勲が容易に

見取る事が崩漁る。そしてこれは一一・建の晶癖をオ≒す傾向が強く，⊂100〕に短柱歌とな

る形を：取るg軍晶たる事一が多いが亦聚片髪晶が廣く示される○それは多くの例でペリ

クリン型式のものが著しく優勢で之に附興して少しくアルバイト型式のものが見られ

る。併し角閃措源のもので標岩の性質と左程距りのないものでは，それに比べて絵程

アルバイト型式のものが多くなってみる。移二二では多く原岩に見られる形態をその

儘保ち乍ら，その紐威に甚しい二化を示す事が多く，之が内域に入るに從って粗粒の

ものとなってみる。之には他組成忌物も同時に粗粒化し結果均一な寄木猷構i造に達す

るものや，晶晶の鳥影を多分に示す紬粒部の中に斑lllことなって散黙形写せられるもの

などがある9

　斜長石の組域には極めて敏感にそれα）鍍物組合せに依る影．響が示されてみる様であ

る。然もその原点である朔閃砦と煕雲母水ルン．7エルスに見られる斜長イ：1二成には甚

しV・回りのあるにもかかわらず，攣成域に入るやたちまちにしてその相違は消失し鑛

物紐合せのみに依存する樺な形を示す場合が多い。罰ち，…つの鑛減点合せに相鷹す

る斜長石組域はそれの原；岩の如何にかかわらす一定である⑦その傾向を：概括すると…爽

の様な形がある。

　1．）褐色角閃石乃至透輝石と組合せになるものでは其A11％最も高くAn5・乃至A加・



1縄瀧地：）ケ纈石．敏・1覧瞥体；．つ周」Tこ認めら才しる憂戎現象 一51一

程度が示されその1炉岩である角閃岩：つそれと同樗多Z）戴成を：示してみる。

　2．〉　カミングトン：角閃一∫1との組ζ｝、せ一に：は中1越　i！1監成でA職5乃至玉n嬉）組．威である。

　3）　斜方角1｝∫：∫叉は斜｛i｛方石との組会をでは㌧n3・乃至玉｝｝2バ｝寺｝ζはAl11｛i一二度であり

最低のAn％が示されてみる。

　角閃君源のものは多くの『透成．賊（ひ娼色ゲfll　3石乃至透禅そ荊珍域1に止まる事が多い。そ

の斜長石の組成も厭漏、）それと大して三重する雰はないが，時…々その形態より見て充

分に：編色角閃石としてi獲逡したものがその一部をカミングトン角閃子fの二合艦に攣化

したものと愚われる例がある。その三会帽罫する斜二二はA隔程度で或るものでは

その中核はA！獅その周豫『eはA肋となってみる、，之はその中核は聴域の主要二二で

ある掲口角閃ヂ閉域鑑こ、嗣縁のそればカミングトン：角閃石化の樺ギ梯にそれぞれ精淫す

るものの如くに患わ才しるD角閃岩溺iのものに：斜方角閃．1の形ノ戎せられる：3∫合原岩の

All・・囎のものよりね1・・程肥こ激滅7赤される。　葺∫諏ルンフエルス源のものに：形

回せられる角町回類き1斜方：野牛とカミンハ・ン角閃石のみである。三碧のそれは

A禰。乃生’、hlボC」あるが，斜右角閃百の形成を見るとA亙121～乃至、n・：・｝程度のものとな

る。内学に入り組・下せの讐化があってもそれと1ま三々無記係に三韓の紺域が維持せら

れでるろ僻～二の紐合せ飲態1て三は華青石が件われるのが特育である9

　カミングトン：酎！葺．1形成で｛蜜1程條件が異なつ亀てるるg移化帯に見られる畦はその

斜長i眉組祓は原岩のそれと同梯の事もあるがAl蜘内外に：高まってみるものもある。

内我でヵミング1・ン：角閃宥の見嘱しるものは，二三の如く石友によの害了んだ環境を思

わせる部分にのみ隈られ，その組成も、m・乃至抽・・となってみる。　aにも斜．長石

（つ中核はA亙燭でll葺観のそれに近くその周縁に至って：A量蜘となる働がある。この組合

せに：は｝1蒼めカilわる善雪：がな、のD

　2）　菓　青　石：一…これは．原堵ては殆ど示されてゐ1ない二二物種に回し，この壁波

に嬉右なものと勢緻1一碍ろ⊃充分に獲達し友ものではC軸匿伸びた短桂歌を：示すが，

その輪廓は弛維域1こ鋼系勺せられ充分な臼1形性の示されてみなV、のが善通である。軍晶

である嶺が多く，稀に（：』11σ）に並行する．聚㌍墜晶力蛍認められるのみで，三遡粘型の二

丁に極めて乏1．．い。均質に・獲達して居り，細粒fi三二を：多。に含む簿：朕の形は見られな

V・。移四竹に之が1形成せらノヂしるのを見ると，斜方角閃石の形成に作はれ斜長石考i立と相

並び不規期粒歌となって示されるQ之は肪人二部分に多1｛＝に二見られる梯な事が多V、Q叉．

斑歌塗下寧；凱こ・塗i達して岩石の内に均．一一・散黒茎1せられある事もあるQ紺戒二物の景比より

．見れば，斜長石の位置に：代って：形域せられる樽な結果となってみる。一・般に角二丁｝源

のものにその量芝しく，黒雲母ホルンフエルス源のものでは最高63％に迄達するが，

然し野営域に・依っては極めて乏しい事もあるρ，その屈折率を見ると殆どすべてにわた

りγ二1．560前後の舵）う書示されてみる。． ｱれはどの樽てその組合せ，量比が異ってゐ
．ても常に一定の形があるQこの値は町域岩r卜董に崇する菓青イニ1のものとしては最高値

　　　り
に属する。脚ちその銭∫｛：に取も富んだ形の現れど見るべきであらう。その光軸角を測

ると屈折率の…定であるのに比べ極めて受化移く　一．一｝80（｝」＝り（一一〕66。迄の内種

々な航が示されてみるD
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　紛　透輝　石：　これは角閃岩1療のもののみに限られてみる，巽存する斜浸石

の組威は原野のそれと殆ど攣りはないのσあるが，粗撫日．つ優白質化せられた部分に

のみ俘はれ，角閃石の位置に代って形成せられる。共存するは斜長石及び褐色角閃石

のみで，それに石英の加わる例｛ま殆ど見られない。自形性の全く示されぬ不規則形と

なりその輪癖極めて丸味に富んだものである。褐．色：角閃相石と｛’i≧ふ；事多く，透輝石の

論りを包み遍く角閃宥の獲蓮が見ら才しるQ時に中核に汚濁し弓形となって存し，その

周りをカミングトン角閃石の総状紺1晶つ密生する例もあるQ

　4う　褐色角閃石：　　之もプ「i閃培源のもののみに見られる。共存する鑛物種は透輝

子fのそれと全く同舟であり，多く石英を見ろ：事がない。原野では角閃了fは褐色を帯かご

た下色角閃石でその112・＝／・662～1．664率量度（3あるが攣域域内では之が濃褐色のもの

となり屍折率も上昇し，その112は1，6｛～9より1耶81の開に在って色の濃さに從って高い

屈折一尉が示されてみるDそれに．思われる斜長石（ζ）組成も．叉岩石の糸r壕蔑㊥構造も原；岩の辱

それと全く同齢の・恵が多いが，粗疲化せ思した部分では形態上の改轡が著しく，大型

の飾歌構造を呈してみる。その韓な大型に・獲達したものの一部が不規財にカミングト

ン角閃石化せられる例がある。

　5う　斜方輝石：一一と1れは一・般iで短柱状形を取る1か宝自形性に：乏しく，不規則乃蚕

節欺となり，甚しいものは他維成の聞隙に鑛か掌・｝等欺となってみるものもあるQ斜方

輝石一菓青石一斜長石一・石英の糾合せの…碑ζ之が示されるのが最も普通であるが，時

に：黒雲母が之に加わって充分な全野晶質構造を以て共．存する例も認められる。一般に

黒雲骨ホルンフェルス源のものに帯く示される。それに反し角閃岩源のものに見られ

る場合が少なく，それが絶域せられても片理に滑ふ薄層欺の優白質となつπ部分に僅

かに見られるに嗣ぎす，その場合も周りの野相に啓し新に「ヂ1英がその組合せ中に加の

わるが普通である。

　その性質は即成域に依っても，叉その組合せの鶉異に依っても著しV・差異は示され

す野々一定のものの梯である9淡く次褐色に色付き，薄片の1有では多色性が殆ど見ら

れなV・。その光軸角はし一論58Qから（一う64。の間に在るのが普通であるが，時々

（一）72。内外となるものもある、開閉率はア篇窪．笥8日目ユ．729の聞に在る。それら．

から．見ると一般火威岩乃至攣減牙｝中に方そ：きれる斜方輝石としては最も鐵分に富んだ形

のものと云ふ事が野飼るゆ

　之が岩石の内に出瑚註するのは，充分粗’競化せられ，全野の構i造が原形の面影を紛し

全墾晶質構造を取る様1凪なって初めて認められる。移化帯に見られる有色群馬は斜方

1）　柴　田　秀　賢；　　】．936

　　　《｝raP｝ユic　lntergrOwth・f　eordieriもe｛m（l　qUartz　in　peg！uatite伽In

　　　翫sago鍛d　Dδse，王｝r（｝ulnce　of　Kai，　JapalL　・

　　　（諏P．Jour．　Ge・1．（弄e・gr．　V・玉．ユ3．　pP・露05』27）

　、Vinclle玉i．　A、層罫r．　3一一1937

　　　（】〔｝r（1ierite。

　　　（Anler・簸｛n．　VoL　22，　PP．11．7δ一・U79）
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角閃イ1，カミン列・ン∫‘｝閃チ1叉は黒雲心あるが，その角閃砂・｛喉離ここの斜方輝

石が優々見出される㊤之力よ内鼠に入るに：．從ってその｝、∫1領隣を満め，途には僅かにそ

の輝線；こ：角閃召¢）点前を見る二急な形）“ある。この輝flの浩ゆに：形威：せ・られる角閃石は

斜方角門∫1である事もカミングト　煽、j石である雰もある。その形態は巧者全く同様

であるが，然しそれには他山域との維・合・せに確然とした簸別がある。帥ち前者の場合

斜長石のAll・・のものと｝蛋齢鰯と紺合ひ，後細民は菓青石を潜いて斜脚1のAh、のもの

と組合ふのであろ・角二二梶のものに醐イ1の周りにカミ・・グトン角閃石の虚威ある

同上1な二二構造が示されるものがあろ。その納物紐合せにも輝石一斜長鳥（A！｝4の一

石英となってみる・之等角閃fl－1ミィ沁形畑原｝夏｝の志雲母の位置を置換L．それに代

って形，戊せられる樽Oある。

　6う　斜．方角閃了f：　　と篤しの形態iに：は多く長控状の晶癖力；示；されるQ寒冷結晶の斑

歌藁畠瘍iに嚢達す’るもの，煽歌集血膿となって斑：駿に細るもの等の形があるQ斜方輝

石¢凋敗繍1駄となって形古せられるものも勿・・。1、で1，斜疑石，石英との組合

せ’が之の特質であり，1｝癖こ華青石と密．麹で随俘プる傾向が越しいQ移化帯で之が現わ

身しるのは・それ力埆閃撒1である場合，ぎ拓蝿…造暇化を．見る事なく，原茅ゆ角閃

：イゆ領域がその儘・斜加有rj・ゆ誤植晶鐸三・舗注なり，それが次第に大型の多少均質

なものに憂って行く9黒芸母ホルンフェルス瀞Z）ものに形域・琶・られる場合は，その黒

雲母の集獄囚の内に混在して纐Llli、が形卸せられる。之ヵ㍉1：的に：黒雲月：にfでつて多量と

なの途には黒雲母を訣いた形‘ζなる。その屈折≧尋叢は7＝1．6㌃6より1．698雇贈爵のもの

がある。2V＝（十）74。より（÷．－）810。多面’li短しくX二無色’Y÷Z二淡赤褐色。之等

の二二姓から見ると，極めて（恥毒焔にゴ「んゼ：彫のもので，共存する斜方輝石，董青石

と共に：一般貸威岩申に；示されるものの殆ど最無益に達するものである。その丙でも屈

折率の高いものの産撫d・冠すべきものがあって灘｝1磁べた様こ鱗撫溜flとオ雌

ふ部分に高く，それ浦乏く部’猿は遙がに低圃杉が見られる。

　7）　カミングトン角閃宥：一一一七化有夢の随い範園て畑瀬域で1まより石次に富んだ環

境を思わせるあたりに見られる1τ過ぎす，共の懸融蜜月イ1の嚴鰻化曲節として

も見られるQ斜方角閃石と略・々同様の形態を：好し，針欺結晶の：束子｛ノこ集合乃ヨニはノ1・型の

長榊こ繊賭勧，大彗脈磯達するものはなV・詩雛〆鯛イ．1よ旗化した．ものでは1京

角閃石の形の内を巽埼し柱1μこ結晶の碑斉々並行に集・合するものとなってみるQ

　ラ奪片の内では・多色性・全く示されす暦年のものであるQその組今も關係に就V、てはと

れ迄屡々遠べ來つたところである。その域生は，毒藍flの・登域に際してこそ實現せられ

る化三組域の門係：並びにその濫1度條件等が重要な！木1子となり，之に支紀せられ斜方角

閃三二はカミングトン角閃石の形域せられる形が推測せられるのであろ。

　8）黒字　母：一一・一続として黒雲母ポルフエルス1房tのものに見られ，移化幣並び

にごの攣域副斜磁諸溜勿（つ飴移一瓢形成せられない形の内に一癖い。桜餅1終は

原器の鱗片癬翻1が椒：拶多少耀肱一ノく雨晒となる場面う移Vb併しヌ，それが尉｝

に見られうと講じ形態を持つも賦）の内に新たに角｝1石類の翻hl｝llを：形成し，量的にそれ

に：代られて三三母の減少して行く形も見られる。又一方斜．方輝子fの”遷りに二形域される
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角閃石類に滉在し微片となって：多く絆はれてるろ。角閃署源のものに．も黒雲母の形域

が稀に見られろ。それは翻粒優白質化さ才した部分で，犬型に嚢達し他と充分な全勢鴇

質構造で捌接してみろ。療岩のホルンフェルス中に見られる黒雲母は7一司．650程度で

あるが，移風帯に入って輌粗籾となった部分ではア＝1．657～1．663であるQ一・般に帯赤

褐でX＝・淡黄￥÷Z冨1農赤弔爵色である9カミングトン角閃石と共存するものでは赤味

を旧き褐色の勝つたものがある。

　9）鐵馨柘榴口：1：　之れの分布は著しく不均…である。多く孤立分散して町域せ

られ丸味を帯びるが少しく削回畳を明らかにするものもある。その形は偏菱コ十四面

艦を示す。大部分細歎に止り，最大のものでも0．5n1主爵縫度である。その周りに娯雲母

の微片を俘ふ事が多V・。多く局部的に：三二しむしろ二二に近V・形が凄）る。下りの岩相

中に欧1第に柘溜石の学力1｛を見この爲に斜方輝石，斜長石，華青石等；が滅下するQこの

梯な場合孝．1：英が常に：多：量に作は♪｝七，一部には：石革を主騰とする脈二部が示されるQ組

合ぜとして菓青石と常に相俘乙k，二って斜長石のA1胸以下のものと共存する。カミン

グトン角閃石，褐色角閃石叉1ま透｝輝石との共存1ま見られない。ごれはhD＝1．8i81　S．G，

驚4．068淡い桃色を承すもので純粋の鐵馨擁榴石に近い挫質を示すD

　菓青石一一斜方角閃孝1鋳帯の内に鐵：馨拓：溜7！：1の形成せられる：づ：i：に關してはEsk（》瓶に依り

　　　　　　　　　　　　　　　　　藍）
三昧淡きものとして屡汝述べられてみる。とれらは二illに（：Fe，　Mg）二物であるが斜方

角閃石でぱそのMg～Fe置換は無制隈に孝子ぼれるが，それに反し，華青石ではそのMg

～Fe置換に一定の限度Dある事が旧く知られ，それに入り得るFeの量に乏しいQ一・

：方にその柘溜チfに於ても置喚隈度うミあり，それは逆に：慧gの量に極めて乏しいのが普

通であるQこの様な爲に岩石の内に：Fe凸至gの姥が一定D限度越える：場合，これらの

鑛物申Mg～re置換の無馴災に：行われる時ては共存三二1号・なV、ものが，その置換限度

のある爲に，その三階眉目に含まれる：Feの量の過剰となり之が鐵．馨柘榴石の形となっ

て域生するものと論明せられてみる。

　その溺・；俘ふ諸野物の挫質’より見ても，本題の鐵．弊拓三石に回してもこの論明は三姫

に適用斑來る様ぐ見える。部ち菓青石はあらゆる組合せを通じ1．560前後の屈折華を

示し，之は門門岩中の多くの例1う沸見て殆ど最高無に達したもので，その：Fe置換の

極限に．冤つ下形のものと推定せられる。それに封し斜方角閃石ではその屈折率1．676

～1．698の聞に在って種々の値を取り，11つ叉斜方輝眉の共存する場合もその7司．72

前後であり，共に一般攣下穿中のものに比べると殆ど最高値に近いもののみである。

即ち攣域：三才般の町中」が鉄に著しく富化せられてみるものとする事がμ二1來るであらうg

先に蓮べた様に：柘榴石と相俘ふ斜．方角閃石ではそれを俘わぬ部分に見られるものに比

べ遙かに届折率が高くなってみる。しかもその函部分に見られる董青石には一定の性

1）　　Esk‘）la，　P．　：　　　　　1914

　　　0n　the　pe七r・iogy　of　the　Orijllrv｛：B。gi…s轍hwegter11　F韮m・land・

　　　〃　　　　3一一一194露

　　　Pie　Entstehlln9　〔1．　Cモeトte…11e．　P．316，　〕P．354
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質が示されてみるQ之等はその部分の鉄の量が一・般岩：粗薪翫で比べ，共存する斜方角閃

：石の屈折率に：も示さマしる様に，或る限度を越え多量に力llわりその遍剰紐域が初めて鉄

磐柘榴石として成生しだものと角三目二二るであらっ。

10）　磁硫鉄録i：　　とれは；￥｝石に俘はれる不透明読物の大部分を1誓めるものであ

るD原茅｝のホ：ルンフエルスの中にも磁二藍㌔と共存し（磁鉄鑛：磁i硫鐵鑛＝1：2）可なの

見患されるが，内域の；董青イ：f一・斜．方）1軍イ∫一r斜長石5岩にはより多量に示されてみるgそ

れはすべて極めて丸味を帯び海鳥欺をなすもので，0．05獄n程慶の微券kとなり，他紺成

鑛物中に包乱せられ；岩イ：1の内に均一に散布せられてるるbこの様なものの他に特に柘

榴石の濃集部にイ‘1≧われ，之の集中を見るものがあるQそこでは大型の不規貝i！形粒の藥

　合で，時にその奮1分叉はそこに：轡／妾に：翻4’トふイ赫1田辰の中に：黄銅鑛を見る事がある。

何れに二言ても極めて小規摸な諭達をなすもので，錨貿∫允り得るものは冷くない。

1わ　石　　　英：一一一これは殆どあらゆう岩和中にその量比には様・々なものがある

が，主要な二三として示されてみる。他形となって他藩域鑛物の翻を埋めるのである

が，充分に＊瞳1：となった￥1石では，大型となり全攣晶質構造を：以て他と和接する。多

く岩石中に均等に分布せら才しるが，時に賑歌，レンズ歌或は皆無となって之の集rilす

るものがある・その部分D石英は極めて不規則面出文るのが普通で，時にば大型のも

のとその聞を埋める基質的な細粒結晶』とに明1療に分たれるものがある。各地の例を見

るとこの樽な石莫に富んだ部分1で硫化母物酸化解物力喋中せられ，それが鋤零の規

摸に迄搬達するものが多いのであるが，この攣四域ではとの石；英を主髄とする部分に

：至れば不透明鍍物は殆ど全く姿をひそめるのが普麺である。

V　母物組合世並びに攣歳．li筆件

　二物紺合せ及びそれの射17醗1係：　　輝石緻掩岩膿の点りに散黒土する上に蓮べた攣

域域の内に見禺される器射1の二物紺合・せを列墾すると次Z）露な形がある。そして，そ

れは攣成域内でそれぞれ4）占める位置或は他組合せに封ずる開山，その形態等々基づ

V・て幾つかの次の様な‘‘粗”（F三面es）に大別出來る繕であるQ

A）黒雲母ホルンフエ九ス源
　a）斜方輝撰｝．1（1｛｝・Pe・st｝・e1！e　Facie呂）

　　　　　（｝ordierite糟11｝γPerstl三elle－Plagi（、el乳Se・（l　u乏しrむz

　　　　　（｝ordie】・ite－hyl）erSもhe1ユe－aln1匿L≧N至i1ヨ。噂pl乏もgi（》CIRSe－c1U乏し｝｛）z

　　　　　（」（，r⊂1ierite一｝1｝r1「）ersも1｝ell守一王）io七ite－1）1≦Lgi〔｝el乏し＄e－qt1芝もr七z

　　　　　Ah皿エ｝dille－qU芝ミrtz・（C（L）r｛lierite，　hyPe〕・stllelle，　Pla塞ioelaSe）

　1））　斜：方角閃石粗（Allth（）Phyl亙i七〇Faci～呉）

　　　　　CO賓・dierite・allt11く，Phylliむe”plagiocla5e一〔1U既r勧

　　　　　Cordierite鴫u｝t1五〇1）h541itc『P1註giecla講e∫a亙bite

　　　　　（コordierite－anth’1phvllite－alnla亙｝dine凋P1＆9量（」clase一（lua津tz

　　　　　（’｛，rd三erite一謎1｝｛｝｝10Phyllite－b：至（，も｛te－plagic，claS（，一qu誼士tZ

　（，）　カミングトン角閃石；翅（Cummh璽t（レ1｝ite　Faぐieの
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　　　　　CUnユn｝i≧ユgtoユ】iもe－P1勲giOeLヒge冒（：正匙la1・もZ

　　　　　C臆nn圭ingtωliもe－biotite－P1犠gi〔，cla9〈判UIαt比

　d）石英相（Quaユ・もz　F＆e三es）

　　　　　王～hgi・eh隅u・翌t・

　　　　　免｛置artz’

　の　三二柘榴石相（Alnユ乏し11（愉le：Eacies）

　　　　　Allna11dhle－qu・・rも・・（Pyrrh・t…t・・）

　f）　緑汐已孝fイ月（（〕1｝10rite　 〕F2しci《，9）

　　　　　ノklbite－Ch1‘｝rite一（1U魏rtz幽（Zoisite，　tit恥11it（3）

B）　角　閃　岩　源

　a）　　冷｝．方）髪軍石目：1（Hyperst孟・ene　FI、C｛es）

　　　　　茎｛yPerstllehe・1痴gi・elas研・王u・wtz

　b）透輝石相（1）呈疋》psi（！e　Rしeles）

　　　　　1）i〔｝pside鱒pl趣gi（｝cl乏tSe

　　　　　Di・pside・．br・、、・11　h岨1blende－1・1乳蜘Chg・

　e）　　 余｝方チ自｝凋イニfオ導：i　（ノ、．11t｝主Ol）1ユ）γiliもe　 1孕嚢し（｝i｛｝s）

　　　　　（jordie1・iむe－a主ltlloPhyllite－pししgiochse縣‘1u紬rもz

　　　　　C・rdier呈t・蛸1th（・Phy11海pl三しgi。cl・iSe一芝しhnai　ne一侵囎tz

　d）　凝窃・色宛∫1均イ．ゴオ月　〔＼bro、、・ll　I｛｛｝r亘blellde　F註cies）

　　　　　b1・0、Vh　l｛Orllblehde－Plagi（＞cl＆Se

　e）カえングi・ン：角閃石創（Cm｝nui1｝gtOllite　RLci・・Sう

　　　　（〕毛111｝1nihgto1≧ite－1）iごtgiOC1蕊e一（ltUL1・もz

　　　　　（Jullnuih9も0主1it曼≧一bi（・tite－pl三謹9圭ocLし鼻e一畳URrtz

　f）　イ：1英　翻（（～uaTtz：F鯉ieδ）

　　　　　1）玉agi（，Cユa8e－flU乏U・tz

　　　　　（ミ≧uartz

　教にそれぞれの岩相の占める位置に就いて蓮べ度い。

　の斜方輝イ謝．臨1モ1四緑ホルンフェルスの内にヲf多域せられた憂威域中ではその内域

を三歳して殉る。その内でも薙青石一斜方輝石一斜長石一石英の紺合せは原岩との距

りがその組成の上でも構造の上でも最も顯著であわ・1．｛．つ最も廣範園に示される。．それ

に伴はれ黒雲偲或は柘榴石をその糾合せにカiえる形のものが見出される9この黒雲母

を加えるものは少しく廣V・範園に均一な二胡として見られる。それは黒雲母ホルンフ

ェルスの内に董青石，斜．方輝イ∫を新に四域しこ．¢）紐合せに漸移する形も見られ一一種の

移四韻とも見徹す事が出來る。三三そ1の見られるものは多くそれが特定部分に濃集し

脈歌に近い形となって示．される。そしてそれが斜方輝石，菓青石，斜良石等を歴倒し

て石英と共に多量となって行く形がある。

　b）　斜方角閃石胡には三三石一・チ寮｝方角閃石一斜長イ・ト石英の組合せが多く示されて

みる。その他に斜方輝石相の内に分泌的なレンズ歌となりその輝石の代レに斜．方角閃



　　　　　　　　　　幽髄方輝礪蹴律の周園｝．こ認められる礎蝦象　　　＿5卜

石齢むものが効多くそ聖柘1翻’淵・擁てるろ訊・・D撚工・・刺の海岸，

極ネル謀齢ルシユナイ濁・震れる撫之れのみが蝦1となってゐ一癖が
ある・その騰では黒雲母の多量に含熱るものが多く，それが斜．方角閃石，蝋石

を重いて励のホルンフェルスに・移鍵って行く。

　　のカミング㌣角閃翻．1は角閃叡ば伊興隅緻との四郷に形成せ瞬、る。そ

の他に顯翫ルン・エ・レスとの樹ヒ七三初の部分，購二二帳構に曙
算盤観るものがある・之が熟・で斜．三綱石細・叢蜘職三って斜鋼馴子【

に到達するg

　d）破欄上卿論・1紳ゆ・ズ鷹・ll燵なつ磯鰍る。それ断瀦の溜
となって弛綱瞬繊1鵬に撫ものもある・そ劔鐸夢・琳榊には之暉くる分晶
質のミ醇力三目く｝認めら馨しる。

　の柵黙：鵬上遊勝び蝉吟∫掴・に見ら編柘繍が瑛と共に著しく多
量とな厨滋硫鐡鋤を多く俘ひ眠剤となるものである。

f）羅獺購蹴のノ1願・椰・・エ・以の内㍑門脈獲肥る轍粍の緬∬辰

舗たす形で賄諒る・そ・鯛ゆホルン・エル耽は廣轍泥靴が示されてみ
る。

　角蹴鱒概するものでは・一瞬の糊の闘欄にわた幽噸示される靱な
く・その1牌に滑ひ穂幽し翻・噛厭と勧・鮫肌する形が著しV、Q

　＝も・）斜方鶴・湘は手雛プ咽欄．iの内に薄ゐ轍に轡型つ勘讃化せられた部分とし

て難し稀に見贈れるのみで・その励獅ミンンハ・鰍1礁齢つでるる。

b）透瞬1鵬」・と；略訓じ形態磯野駒q襯・1の糊靴を舶貿化せられ嫡分に

のみ認められる講に1賊魁な糊が∫踵に無害1係に不規則に鑛るものもある。

ω斜細螺翻｛力埆閃摺・畷達するのはエハオイの海岸親られるのみであろ

こ　α勃ミングトン・プ鯛子1絹と嬬ドひ，鴛しをタ践としその四域にご曙榔・位置

する。

d）融融禰購・的撮繍鵬多くの嫌そ酬1織・概に殆ど騰綱
脚ものが保たれてみる・併し時にはそれ唖醐｛コ優噸化した溺にも潮・形覗

られるそして其嘘では王蓮の透輝そ湘と厘々移化する。

e）カミングトン角閃禰i耀餉閃欄ゆ離含まれ，その三二し品分の華母
色綱石がカ・・グト・・プ‘潤石化した形のもの鋤る．叉が防塒湘の励にも之が

褐触臨斜交隣して醐せられて跳．斜．施閃子湘のあ塒はそ嚇蝋の外
患熟議そ続薄く交五しi臓に近づくと斜描｝粥石相に代硫る。

f）石英禰・【腰f歌棚ン・エ・レスのそれ磨く｛粥砺る．主として撒に贈

質化せられた部1分を縫って不規期に彊1るg

各糊の擶織糊男親られ襯係・…．士に蓮べ閣二野で欄耀置される
それぞれの淵｛属そ才・を噴けろ糸非勢勿の陣も，勲糊ゆ鷺・麟接麟係
が示され，一つの巨岩繍に特イ∫なものが他岩相のそれに移化する傾向の認められるもの

がある。麹にそれを述べる。
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　の　斜方輝石は殆ど例外なくその澗りに斜方角閃石乃陽ミカミングトン角閃石を二っ

てるる。時にはその露な角閃石顛が著しく獲達し，それの中核の小範園にのみ之が見

μ二1される事もある。黒雲母ホルンフェルスから移化して初めに角閃石類の形成せられ

るものがあるが，その中核に既に：斜．方輝石力宝見幽される。これが次第にその領域を搬1

け斜方輝石繍のも¢）となるものが見られる。この斜方輝石と共存する斜長石はAk茎5似

下のものである。それ以上では斜方輝石ぼf湧三せ』す望こに見出される輝贋は透輝石と

なってみる9その斜長石組成Al撫一ノ、1臨である時は輝石の隔りにカミングトン角閃

石が見られ，それ以下のものでは斜方角閃石が示さ2「しる。之は斜長石An％の大小で示

される樽な條件下で輝石翻ではそのAu51｝を境とし工面輝石と斜方輝石とに分たれる
が，． p閃石枳に移ると，軍斜輝石安定の範囲は褐．色角閃石に引き縫がれ，それに封し

斜：方輝石の賦存劔1：域は1更に：二分せられるQ

　b）斜方角閃石が石英乞）分泌的な集積部㌘：）周りで一部分カミングトン角閃石化せら

れてみる黙から見ると，斜方角閃石は高温の下でより安定でカミングトン角閃石は低

淵型である：事を物語るものではあろまいか。

　の　透輝石粗と褐色角閃石翻とは密接に相．俘ぴ，その透．暉石の周りが編・色角閃石で

包まれる形が臨く認められる。その様なものの内でも綴合意中に石英が導入せられる

樽になるとその褐色角閃石はカミングトン角閃イ．1化せられ」二述の諸岩相の形に近づ

く。その最合斜長石の凋縁にノぬ跳程凄：の中線より低下した紐威が示される。

　d）黒雲母はホルンフエノしス中び八一の（FeMg）珪離盤二物であろが，角閃石類並

びに三孝llは之を基として形成せられる形がある。塩化帯では多くの場合それらは黒雲

母と密接に相俘ぴ内鼠に近づΩζ：從って黒雲母の量を：滅じ新生諸忌物の無量する事が

見られる。

　尋物釦の放’散⑭牧畜現象：一・一．．L二に墨げた．各々の：岩才こHはそれぞれの藍鼠條件の現れ

とされるべきであらう。そこに示される様々な形態の内に1よこの憂放條件が或る方向

に連病的に攣移する傾向が伺はれる。その各々の岩翻は粗五に濁立ド1勺なものではなく

魚群を：包括する系列的なものが伺はれるのである。その鑛物紺合せに見られる紐濡歌

態の原岩よりの語りの程度並びにそこに認められる三物放生の願位等を基準にすると，

この傾向性なるものは：第三圃の稗な牲質を：持つものとならう。

　この圖は各寿’謝叫韮に遍くi認められる斜長石のA独％を：從脚1に：取ってある。　この樽

にする1事に依って，それは岩宿の内で組域銀1物開のント衡に影響を持つ（儀の量に丁々

比例して1塑列せられる事にもなるであらう9横軸に諸ギ｝評1の野外に於ける酉己列三態

（例へば内域より外域）或1コ量の正忌鑛物に見られる被覆忌詞り順位に塞づV・て配列

したものである。中核をなすものは常に圖中Q左側のギ：湘であ窮それが外域に至る

に從ぴ，或はその域生の時期の邊れるに從って右側の器：杜iが示されてみるQそしてそ

の逆の黙係は認められてみないQ

　量的に：最も著しく磯達ヒノ，i主幹となるのは斜：方輝石1粗力、ら斜方角閃イ：f；横にわたる一

つの系列と，透輝石趨から褐‘皇角馨二二に冤る系列とであるQこの他にこの主系列か

ら分岐して特殊縄域に濃集して行く系列がある。それは田鼠柘榴石叉は眉；英に富化せ
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られる方向である。この方陶では斜長石の尺度たの得る皇嗣を腕し極端な方向に進

む。柘榴石に俘って石1英の蕪しくなる傾向があり，この雨系列は途には略一致した方

向に進むものであらう②

　鐵馨柘榴石の形絶せられるのは，既に述べた樽に，岩石の内にFeの供給力移量とな

りそれが過剰となったものの現れと見倣されるものであって，それは斜．方輝石翔の’一

部にも形諭せられるが，そこでは局部的に集中し，たちまちにして眉英を多景に絆ぴ

斜方輝石絹を逸脱する。斜方角閃石翻の1｛．1では鐵馨拓榴石は斜方角閃石と絹4孚ひ廣く

認めちれるものでありむしろこの寿i｝繍によわ安定であるものと見倣す事が出來るであ

らう。

　石英翅は二三：相中1こ分泌的に形域せられてるる。その部分に近づくと斜方輝石の嗣

りに斜方角閃イ．∫，黒雲母の形成が著しくなる傾向が．ある。斜．方輝石絹から余｝方角閃石

相を維て石；英に富化せられてゆく形も認められ，且つ脈状部の凋りに翫存の岩絹の分

解珪化の形から推しても，斜方角閃イ口吟1に三麗れて實現されるものと見徹すべものであ

らうQOr三jliMを初め多くの鋼で，この赫な石英｝ll｛〈．所説1号“《）「e　q膿γtziもe，，）に磁

硫鐵鍍，黄銅鑛の著ししへ随伴が知られてみるが，この地域のものは全くそれを歓き，

その獲達の程度も諸燈粗（り内に小規模な四獣，レンズ歌となって見られるに過ぎなv・。

こ玉に系の外鄭から多量の珪酸の淀入を考へるよむは，むしろ過剰紐域の分泌的集積

と解した方が幽晦の樽である。

　カミングトン角閃石課の形、F黙せられる場合もどの主系列から分岐するもので，多く

の場合その共存する斜長石の紺域から推さ才しる樽に，岩石のC盆濃渡に支配せられるも

のの様である。之は斜方プ「1閃石相，粥色角閃石銅と封等のものであらうQ併し，斜方

角閃イ：湘に封しその外域を占めて配置せられる塩，叉斜方角閃石，鵯色角閃石の攣化
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域生物としてこれが形成せらるものより見れば，カミングトン角閃石相の・一部はより

右側に迄横げられるべきであらう。尉石がその様な石．灰糸即戎條件に在つでも，それが

よ夢高い（左側の）岩館匡1；にもたらせられると之鷹斜方角閃イ1趨：1：Dそ才しと共に斜方雷丸

繍の下に併合せら才1，てしまうと見て良いであらう。

　緑泥石報，ユラライト韻は共に上遮のものとは條件が異なり攣成域外域に接する栂：

岩の内に細賑欺となり，むしろ母蝦の分解雨冷・つ男：多として見られるものである。

　との様πこの霊域域では主系列から諸種の岩胡が分岐方嬬交せられる形があるが，逆

に原器が改：醸せられそれぞれの岩鋸に移り行く順路をたどると，と曳にその原器の想三

管に甚しい縁りのあるにもかかわらず，それから令く同一・の岩・ジ組に到達してしまう事

即ち鑛物紺合せの牧飲現象が認められる。斜方プボ潤イ・湘は黒雲こ燭・ホルンフェルスの斜

長イ∫をA1臨からAh2。程度に窺え，黒雲周：に代って斜：方角閃石を形域しir鵡寺に菓青・石を

威生して到達せられる。之は叉他方角閃寿1｝の緑色角：父｝石を余1方角閃石化し，その斜長

ネ∫をA1鞠からA1幽前後に改賦し，臨時に菓青石を壽ミサに加え同樽な奈L方角閃石翻が實現

せられてみる9これが倶に斜方輝石季即こ蓮績する。甚しく：州屈する」岩石が一つの攣域

條件の下に．如く同様なヲ1多に玉容ぜしめられるのであるQ

　璽i域條件：一至でskd∫しに依って”建物額原理，，（：M沁eず組Facies　PTi1｝ei　l＞1e）

が述べられ，各地の堵類にそれの包括する親財／「1三の適當な事が立霧で£せられてるるQこ

の地域に見られる種々な岩組を鑛物和原副馬に照し合ぜて見ると，その斜方輝卿相並び

に透輝石胡は，，輝石囎ホルンフェルス絹”に，斜方角閃石翻，禍色角閃石枳，カミング

トン角閃石絹，及び肇境：嘉辰溜出翻大部・分は　，，角閃寿等相，，に二，線泥石；｛柱及び’ユラライ

ト覇は”線画石角閃慕：相”にそれぞれ良好な一一致が認められる。・各々の；岩翻配列の月1こ

熊も輝石ホルンフエノ以｛♂卜魂∫閃岩相嗣麟軽イ1角閃岩：1　固め1頗緩となって居り，これに依

ってもこの地域の攣威頭町・は感度の漸≠（降下する方向に逡むものである；事が知られ

る。原素である黒雲母ホルンフェルス，角閃岩弓＝型的な∫「1閃：聾1湖ゆ継合せを示す顧D

であり，これの内に憂成域が構成せられ，多くその中核部はより高V・輝孝：1ホルフエル

ス相の款態に・達し，その周縁にわたって漸吹降下を見角閃岩絹となってみる。叉一つ

の岩矛1の組域真物の累イ1夢構憲被熱源に擦っても，その早期はより高台劇響牝在っ

て晩期に至って漸訳降下する：響応に進んだ形が孝1｛1直せられる。野外に示される攣域域

の形態から見ても，叉その糾域の原岩との1｛；H違の程度から見ても，この攣成に際して

は著しV・交代作用の行われた：事を認めカ：ければならないg

　黒雲母ホルンフェルスから余1方角閃石乃至斜：雄｝｛石一菓血石…斜長石岩の生成に際

しては，その石巌の或程度の漂劇1余去と黒雲母の才覚威に見られる様な加点の漂白，並

びそれに密接に開宣して鐵及びマグネシウム‘p富化が考へられる。これに話し董青石

一一 ﾎ長石の量が略々一・定である：事は，渚石中に出土組慶の恒常な事の現れと解せられ

る。加畢の除去はすべてにわたって優勢に行なばれてはみない様である。斜方角閃石

一癖青石一斜長石一一黒雲緻一子f英の組合せは，との力睡の除去の奏垂鋤て綾やかであっ

た結果と見らるべきであらう。その角閃石であるか輝石であるかは温度條存トが主要な

産子であると考へられるQ
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　：角閃岩に甥して行なわれた交代作用には幾つかの型が癌別せられる。その主要な因

子と見るべきは三次除去の程度であらう。　A鞠の斜長石がAβ22に迄低下せられ，そ

れに件って斜長石に代って多：量の蓬青石の形成が示され斜方角閃石相の成生がある。

それがAn45乃至An35迄二一ドせしめられるものにはカミングトン角閃石相が成生する。

高上の斜長石と攣らす二次除去の形跡の認められないものでは透輝石相乃至褐色角閃

石相となってその形は一般ホルンフェルスに見られる攣威芸態と大して攣る虞がな

い。その石山の除去に二って珪酸の導入が認められ，それらに比例して其虞にマグネ

シウム鐡に富化せられた形が現われてV・る。こNにも二次除去の著しV・部分にはその

後期に鐡叉は珪酸に甚しく富化せられた鐡馨柘纏二相，石英相の分派せられる形が示

されている。

　1914年Eskolaに依ってOrlj翫viより記回せられて以來各地に述べられるこの平な

墓青石一斜方角閃石交代作用（cordirlte－anthophyllite　metasomatism）の例では，そのす

べてが“角閃岩相”の三態に止まってみるのであるが，この地域に於いて示されるも

のには更により高い條件に迄持ち來らせられて居り，三門の資料に擦っても，この種

性質の交代悸用が斜方輝石一丁青石なる一段と高い維合せに迄進展するものである事

を安全に述べ得るであらう。

　六ケ所の二成域の各々は，それぞれ明らかに上弓の傾向性に適合する指向性を具へ

てばみるが；その物質の除去・添加の程度，及び其庭を支配した温度條件にそれぞれ

特有なものが示されてみる。

　　　　　　　　　　　　　　　VI　結　　　語

　輝石撒糖岩体の周ゆの黒雲母ホルフエルス叉は角閃岩類の内に，明らかに交代作用

の優勢に行なわれた形態を持つ狭V・範幽の攣四域が下貼する。それは様々な岩頼に満

されるが，その究極の岩相なるものは斜方輝石乃至斜方角閃準f一篁青石一斜長石一石

英なる組合せのものであると云ぴ得る。　この様な岩相はEskola以來Tillcy共の他

多数の著者に依って各地に述べられ來つたもので，斜方角閃三一墓青石交代作用

（anthophy1翫e－cordierlt6　metasomatlsm）として岩石に於ける交代作用の申核の問題と

して獲淫せしめられ來つたところである。この岩相に達せんが爲には原岩に封ずる著

しV・石友の除去，加里の除去，並びに珪酸の導入1マダネシウム・鐡の富化等々の因

子が考へられる。三山に行なはれπ三三條件には輝石ホルンフェルス相の歌態に迄蓮

するものである。物質の系外よりの添加・除去は様々な程度に行なはれ，それが様々

な温度條件と共に働V・てこの；三二渚二二を構成した。老の形は第三圃に示される綴な

ものである。各地より報告せられ來つた“斜方角1｝q石・董青石交代作用”の形の内に

はこの様な慶二二にわたって系列的に：相糖起する“相”に分ち得る事をこNに張調し

遠い。，石友の除去の最高度に達したものは斜方輝石粗一斜方角閃石相の系列であり，

その最：も不顯著な形は透輝石相一褐色角閃石和の系列である。その様な系列から分派

せられ二成の後牛期に入り特殊の紐成に濃集してゆく二丁柘榴石相，石英相の様なも

のも認められる。
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　　この桑茉な業｛一葬｛，　この孝濠な攣成イ集4牛は基季孝芽の内でも極めて牛拳朔ミなものである。　躍義屯隆i

にわたってその分布を見る“日高攣寒帯”の内を諒ねても，との様な岩’相は殆ど見繊

す事が照幽す，唯轍概岩の醐砂にのみ限られてその賦存を見る黒氏は，その即成條件が

この撒麓岩に由附すると解する以外に考へ得ないものと思ふめである。然しながらそ

の．火成岩とこの攣成條件がどの檬な形で幽解するもめ．．℃あるかの問題に即しては未だ

φ万劫；i：1月らカ》をこするミ馬力：且斗來なV・。
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　　　．〆The‘‘a魏hophylii七e－eordierite　promblem’，沈h易t　was　posed　wまth

Esko董a’．s　vぬ易ble　oもserv飢iolls　in　the　Orij甑rvi　regio捻has　been

developed　by　τi里1ey　翫nd　others．＝包s　o無e　of　the　fund訊ment易1　problems

in　pe七rologly．　A　simil馳r　r◎ek　facies　is　fouぬd　i職施e　hornfelses

surr◎unding　the　pyroxe強e　peridoti七e（）f七he　HorOm易n　region，　sou七hern

end　of　the　H：idak翫moun七ain　range　which　co搬poses七he　Nor七h－Sou七h

backbone　of　Hokkaido・　　These　hgr鍛fe至ses　are　on．e　of　七he　me丑1表）ers

of　Hid翫ka　me七amorphic　zone　which　is　re醒a鷲ded鼠sもhe　producもof
‘‘ gidaka　oro窪eny，，（Cre七aceous　in　翫墓e）ド　This　nle七alnorphic　zone　co1｝一

sis宅s　chief玉y　of　argillaeeous　homfelses　w駕h　in七ercalating　amp短bolites；

i七develops　far　along　the　Hidak呂moun七ain　r蹴彗e　wi雛N－S七re聡d，

Av器七搬igma翫e　area　is　seen　i雄its．central　core；it　is・魚七ruded　by

various　kinds　of　ig捻eous　roeks，　sμch　as　peridotites，　nor批es，　gabbエos，

and　glr＆ni七es．　Apeculiar．rock　facies　possessing　Wid6　diffe灘e獄ces

f∫o凱the窪ener翫1鵬etamo1・phic　behavio幅of　the　zo箆e　is　fou烈d　spo－

radically　in　the　hornfelses　wi七hまne七asom翫tic風ppe鵠ranees　o惣董y　to　a

玉imited　extent窃rou茎｝d七he　pefidotiもe　body．（cf．　Fi霧。1）
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    The roek faeies that is £ound in these metasomatie aureoles
is eomposed o£ many assoeiatioit$ of hypersthene, anthophyllite,
coydieritG, plagioelase and others eommingled 'h.eterogeneously wieh

eaeh ether. The mineral associations found in these aureeles are
listed on p. 55; aeeoxding to their field relations and the struetural

relations e£ each roclg-formkig mineyal they ean be ciassified into

a few "£acies". Each faeies seems to have wide differences from
the otheys, but judging from their mutual relations, they ean be
arranged in seTies as shown in }iiig. 3.

    The metasomatism werks upon the horn£els (andesine-quai'tz-
biotite) and the in'tercala`ting amphibolite (labradorite-green horn-

blende). The eldef eharaeteristies of t'his meeasoma-Lism az'e 'the

bleaehing of lime and potash, and on the other hand, the enriehment

of magiiesium and iroit exceedingly poweyful. But these bleaches
and eny2chments have woi'l<ed in various degrees in eaeh aureole,

eonsequently such a eomplieated £acies group has resu}ted. In these
metasomatism is found a good example of eenvergency in meta-
morphism, viz., in spite of the wide differences between the original

hornfels and amp-inibolite, they are converted 2zato one rock faeies as

cordierite-anthoph,yllite or eordierite-hypeysthene roeks, wheft the

two undergo the $ame metasomatism, en the other hand there is
the divergency in its declining stage. I$ is the enrichment of iron

'or siliea as repyesented by almandine or qttartz faeies.

    That the metasomatism attaeks oRly the hom3felses surroimding

the peridotite and ean not be feund far apart fyom it, seems
suggestive of some conneetion between perictotite ' and 'this metaso-

matism. But details of sueh a conneetion have Roe yet beeza clarified.

                                                  Dee. I946.


